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【
要
約
】
　
本
稿
は
、
股
嘘
前
半
期
の
青
銅
常
器
を
と
り
あ
げ
、
流
派
と
い
う
新
た
な
概
念
を
導
入
し
て
紋
様
の
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の

編
年
案
を
整
理
し
直
し
、
さ
ら
に
こ
の
編
年
案
と
鋳
造
の
た
め
の
鋳
型
や
工
房
に
つ
い
て
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
流
派
の
成
立
の
要
因
や
青
薫
蒸
製
作
工

人
の
動
向
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
股
代
社
会
に
お
け
る
青
銅
器
生
産
機
構
解
明
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
重
着
と
す
る
。
學
に
は
、
器
形
の
異
な
る
二

種
類
の
小
形
式
が
あ
る
が
、
各
々
に
飾
ら
れ
る
紋
様
は
、
二
里
岡
期
の
二
種
の
紋
様
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
継
い
だ
異
系
統
の
紋
様
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
器
種
を
超
え
て
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
各
々
を
飾
る
青
銅
器
群
を
細
線
派
・
太
線
派
の
二
大
流
派
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
し
た
。

次
に
、
各
器
財
に
つ
い
て
型
式
学
的
な
検
討
を
加
え
、
置
碁
前
半
期
を
大
き
く
二
つ
の
小
論
に
分
け
て
、
各
期
の
各
流
派
の
様
相
を
も
検
討
し
た
。
こ
の

年
代
観
を
ふ
ま
え
て
、
流
派
と
鋳
型
羅
紋
法
・
鋳
造
技
術
と
の
相
関
関
係
や
小
越
宮
殿
区
繊
土
鋳
型
を
分
析
し
た
結
果
、
本
稿
で
設
定
し
た
流
派
と
は
、

単
に
紋
様
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
群
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
製
作
工
程
全
般
に
か
か
わ
る
差
異
を
持
つ
青
銅
器
群
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

製
作
し
た
工
人
群
の
差
異
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
七
三
巻
六
号
　
一
九
九
〇
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

紀
光
前
十
三
世
紀
、
股
の
第
十
八
代
請
手
庚
は
黄
河
の
北
に
都
を
定
め
、
そ
の
後
、
股
は
帝
熊
蝦
の
時
に
大
い
に
栄
え
た
と
い
う
。
こ
の
罪

代
後
期
（
手
際
期
）
の
黄
河
の
北
の
都
こ
そ
が
、
現
在
の
河
南
省
安
富
市
郊
外
の
小
歯
面
を
中
心
と
す
る
通
称
股
嘘
に
あ
た
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

私
は
以
前
、
殿
櫨
期
の
前
段
階
に
あ
た
る
二
里
頭
期
・
二
里
岡
期
の
青
銅
郵
器
（
以
下
、
青
銅
器
と
略
す
）
を
と
り
あ
げ
て
発
達
の
様
相
に
つ
い
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て
論
じ
、
器
形
・
装
飾
・
器
種
構
成
・
鋳
造
技
術
等
の
諸
要
素
が
時
に
は
相
互
に
作
用
し
な
が
ら
変
化
・
発
達
し
て
ゆ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し

①た
。
股
嘘
期
に
至
っ
て
、
青
銅
器
は
こ
う
し
た
過
程
を
ひ
き
つ
い
で
さ
ら
に
発
達
を
と
げ
、
成
熟
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

青
銅
器
製
作
に
携
わ
っ
た
工
人
の
組
織
も
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
充
分
想
像
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
股
櫨
前
半
期
の
青
銅
器
を
と
り
あ
げ
、
紋

様
表
現
の
異
な
る
流
派
を
設
定
し
た
上
で
多
様
な
観
点
か
ら
青
銅
器
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
派
の
成
立
の
要
因
や
青
銅
器
製
作
工
人

の
動
向
を
探
り
、
股
代
社
会
に
お
け
る
青
銅
器
生
産
機
構
解
明
の
乎
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
検
討
を
行
な
う
た
め
に
は
、

細
密
な
編
年
案
が
不
可
欠
な
の
で
、
第
一
に
各
流
派
の
紋
様
の
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
編
年
案
を
整
理
し
直
し
た
い
。

　
最
初
に
、
近
年
特
に
め
ざ
ま
し
く
進
展
し
て
き
た
編
年
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
概
観
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
マ
ッ
ク
ス
観
レ
ー
ル
は
、
股
周
青
銅
器
の
紋
様
の
大
ま
か
な
発
達
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
紋
様
と
い
う
全
器
種
に
共
通
す
る
要
素
が
と
り

あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
青
銅
器
全
体
の
編
年
作
業
が
一
挙
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
発
達
順
序
は
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
資
料

に
よ
っ
て
も
概
ね
裏
付
け
ら
れ
、
定
説
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、
一
九
五
〇
年
代
以
来
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
青
銅
器
が
出
土
す
る
例
が
増
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
遺
構
ご
と
の
一
日
出
土
資
料
の
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

列
を
決
定
し
、
共
黙
す
る
土
器
の
型
式
を
介
し
て
、
分
営
の
大
枠
が
形
作
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
八
○
年
代
ま
で
に
次
々
に
発
表
さ
れ
た
郷
衡

　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

・
林
巳
奈
夫
・
鄭
振
香
・
陳
志
達
の
研
究
や
ウ
ル
ス
ラ
ー
リ
単
眼
ル
ト
の
鼎
の
研
究
等
は
、
青
銅
器
の
鱗
形
の
変
化
を
重
視
し
て
、
型
式
学
的

な
編
年
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
器
形
の
変
化
の
過
程
も
ま
た
、
こ
う
し
た
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
林
巳
奈
夫
は
『
股
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
』
に
お
い
て
器
形
の
変
遷
過
程
を
跡
づ
け
た
後
に
、
『
股
周
時
代
青
銅
器
紋
様
の
研
究
』
で
、
種

類
や
表
現
方
法
に
よ
っ
て
分
類
し
た
紋
様
各
種
の
変
遷
を
器
形
に
よ
る
時
代
観
に
そ
っ
て
分
析
し
た
。
塗
替
か
ら
戦
国
時
代
に
わ
た
る
青
銅
器

の
編
年
は
、
林
の
研
究
に
よ
っ
て
大
き
く
前
進
し
た
が
、
　
こ
れ
ら
両
書
中
で
は
、
林
の
分
類
し
た
紋
様
の
種
類
や
そ
の
変
化
の
諸
様
相
と
、

鳥
形
の
変
遷
過
程
と
の
細
か
い
対
応
関
係
に
つ
い
て
雷
及
さ
れ
て
い
な
い
。
陳
公
柔
・
張
長
寿
も
ま
た
紋
様
、
特
に
馨
餐
紋
（
獣
面
紋
）
の
複
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
系
統
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
各
々
の
変
遷
を
辿
る
研
究
を
最
近
発
表
し
た
が
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
成
果
が
器
品
や
凹
形
の
研
究
と
は
充
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分
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
従
来
の
青
銅
器
の
編
年
研
究
は
、
紋
様
・
器
形
・
鋳
造
技
術
と
い
う
三
つ
の
主
要
な
観
点
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
別
々
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
最
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
従
来
、
総
合
的
な
編
年
研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
理

由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
拙
稿
一
丁
現
期
の
青
銅
葬
器
」
で
は
、
各
器
陰
型
に
存
在
す
る
轡
形
の
異
な
る
複
数
の
「
小
形
式
』
お
よ
び
、
紋
様
帯

構
成
や
単
位
紋
様
の
組
合
わ
せ
等
を
異
に
す
る
複
数
の
讐
系
統
」
を
分
類
せ
ず
に
、
｛
系
列
的
な
編
年
ぽ
か
り
が
試
み
ら
れ
て
き
た
結
果
で
あ

　
　
　
　
⑩

る
と
考
え
た
。
股
櫨
期
の
青
銅
器
に
つ
い
て
は
、
林
や
陳
・
張
の
研
究
で
は
、
図
像
の
対
象
物
や
形
状
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
し
い
分
類
が
行

な
わ
れ
て
い
る
が
、
分
類
の
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
ま
た
、
な
に
よ
り
も
紋
様
の
変
遷
と
器
形
の
変
遷
と
を
対
慮
さ
せ
る
こ
と
が
彼
ら
の
目
的

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
編
年
秘
究
が
総
合
的
に
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
特
に
殿
櫨
前
半
期
の
青
銅
器
は
、
大

き
く
変
化
す
る
た
め
、
い
ま
、
各
研
究
者
に
よ
る
方
形
や
紋
様
等
の
研
究
成
果
を
総
合
し
て
よ
り
細
密
な
型
式
変
遷
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
と
こ
ろ
で
、
～
九
四
〇
年
よ
り
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
ー
カ
ー
ル
グ
レ
ソ
が
発
表
し
た
一
連
の
研
究
に
よ
る
と
、
股
代
の
青
銅
器
の
紋
様
は
A
群
・

B
群
・
C
群
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
組
合
わ
せ
が
A
群
と
C
群
、
B
群
と
C
群
に
限
ら
れ
て
、
A
群
と
B
群
を
混
用
す
る
も

の
は
な
い
こ
と
か
ら
、
A
群
と
B
群
は
開
始
時
期
が
異
な
る
も
の
で
、
各
々
の
伝
統
を
踏
襲
し
て
営
ま
れ
た
工
房
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
。
今
日
、
A
群
↓
B
群
と
い
う
新
旧
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
た
め
か
、
あ
ま
り
彼
の
説
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
定
説
化
し
つ
つ
あ
る
編
年
案
に
照
ら
し
あ
わ
せ
て
み
て
も
、
同
時
期
の
同
一
器
種
内
に
カ
ー
ル
グ
レ

ン
が
指
摘
す
る
よ
う
な
紋
様
の
組
合
わ
せ
の
異
な
る
群
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

　
一
つ
の
墓
か
ら
出
土
す
る
青
銅
器
に
は
、
大
き
さ
や
装
飾
等
の
ほ
と
ん
ど
同
一
な
複
数
個
の
青
銅
器
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
一
般
的
に
同
一
工
人
群
が
同
時
に
製
作
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
き
さ
や
装
飾
の
よ
く
似
た
青
銅
器
が
異
な
っ
た
遺
構
か

ら
出
土
し
た
り
、
別
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
と
考
え
ら
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
中
に
含
ま
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
こ
う
し
た

一
群
の
青
銅
器
も
ま
た
同
一
工
人
群
が
製
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
み
る
考
え
方
も
あ
る
。
例
え
ば
ロ
バ
ー
ト
“
プ
ー
ア
は
、
婦
好
墓
の
透
か
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繭

し
彫
り
の
顧
首
龍
紋
瓢
と
、
こ
れ
に
よ
く
似
た
紋
様
を
も
つ
触
の
類
例
を
集
め
、
岡
一
工
房
で
作
ら
れ
た
作
贔
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
林
巳
奈
夫
は
、
「
股
酉
周
間
の
青
銅
容
器
の
編
年
」
の
中
で
、
「
器
種
を
異
に
す
る
類
を
通
じ
て
の
紋
様
の
表
現
技
法
・
種
類
の
共
通
性
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
し
は
、
装
飾
の
理
念
の
同
一
性
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
る
群
を
仮
に
流
派
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
紋
様
の
表
現
方
法

と
紋
様
帯
構
成
や
装
飾
等
に
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
る
、
時
代
を
超
え
て
継
続
す
る
群
を
「
流
派
し
と
称

し
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
グ
レ
ン
や
プ
ー
ア
ら
の
称
え
る
説
も
ま
た
、
紋
様
表
現
方
法
と
紋
様
帯
構
成
の
間
の
相
関
関
係
を
漠
然
と
な
が
ら

見
出
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
私
も
、
紋
様
表
現
方
法
と
紋
様
帯
構
成
や
装
飾
、
時
に
は
鶴
形
に
も
、
有
機
的
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
関
係
は
時
間
と
共
に
出
没
し
た
り
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
例
外
も
あ
る
の
で
、
単
純
に
ひ
と
く
く
り
に
し
て
考

察
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
む
し
ろ
群
の
違
い
を
端
的
に
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
紋
様
表
現
の
違
い
に
重
点
を
置
い
て
「
流
派
」
を
設
定
し
た

い
と
思
う
。

　
な
お
、
こ
こ
で
毅
櫨
前
半
期
と
す
る
青
銅
器
は
、
後
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
筆
者
の
股
櫨
銅
一
期
・
銅
二
期
と
す
る
時
期
の
も
の
で
、
お
お

よ
そ
、
林
の
股
後
期
一
、
鄭
・
陳
の
般
嘘
一
期
と
二
期
の
一
部
に
あ
た
る
。
「
初
耳
期
の
青
銅
郵
歯
軸
で
は
、
郷
州
市
内
で
発
見
さ
れ
た
資
料

と
そ
れ
に
併
行
す
る
時
期
の
資
料
を
コ
一
里
岡
期
」
と
し
た
か
ら
、
「
二
里
岡
期
」
以
降
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
型
式
の
青
銅
器
が
　
「
股
櫨
期
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
股
櫨
発
見
の
青
銅
器
を
す
べ
て
含
め
て
検
討
し
た
う
え
で
、
両
時
期
を
区
別
し
た
い
。
し
か

し
、
た
と
え
ぼ
婦
好
墓
で
出
土
し
た
青
銅
器
群
に
は
、
前
半
期
か
ら
継
続
す
る
表
現
の
紋
様
を
飾
る
青
銅
器
と
共
に
、
後
半
期
に
通
有
と
な
る

　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

レ
ー
ル
分
類
で
い
う
第
V
段
階
の
新
し
い
表
現
方
法
を
と
る
紋
様
を
飾
る
青
銅
器
が
含
ま
れ
る
。
後
者
の
紋
様
は
出
好
墓
の
例
で
は
主
に
大
型

暴
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
現
し
た
当
初
は
、
大
型
器
用
の
紋
様
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
便
宜
上
、
こ
の
新
し
い
表
現

方
法
の
紋
様
を
飾
る
青
銅
器
と
そ
れ
以
後
の
型
式
の
青
銅
器
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
し
、
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
ま
た
、

青
銅
器
生
産
の
中
心
地
で
あ
る
王
都
で
作
ら
れ
た
青
銅
器
に
対
象
を
限
定
し
た
方
が
、
変
遷
過
程
を
よ
り
明
確
に
し
う
る
と
思
う
の
で
、
広
い
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股擁前半期の青銅鼻器の編年と流派の認識（難波）

意
味
で
の
地
方
型
青
銅
器
を
含
め
な
い
た
め
に
、
股
櫨
出
土
愚
を
中
心
に
話
を
進
め
た
い
。

③
拙
稿
「
初
現
説
の
青
銅
舞
盤
」
（
『
史
林
』
七
二
巻
工
号
、
一
九
八
九
年
）

②
累
い
o
o
冨
㌔
目
お
じ
σ
δ
言
。
ω
ぞ
冨
・
。
o
団
夢
①
〉
⇒
《
塁
σ
q
℃
①
二
〇
倉
臥
憶
ら
ミ
器
物

　
庶
ミ
鴨
○
ミ
謹
恕
箆
ミ
的
8
凝
馬
黛
ミ
昏
ミ
適
ミ
”
＜
o
一
▼
＜
一
聯
H
霧
ω
．

③
　
張
長
寿
「
豪
勇
時
代
的
青
銅
容
器
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
九
年
第
三
期
）
な

　
ど
④
　
郷
衡
「
試
論
股
櫨
文
化
分
籍
」
（
『
夏
言
置
考
古
学
論
文
集
』
、
文
物
出
版
社
、

　
北
京
、
　
九
八
○
年
）

⑤
　
林
巳
奈
夫
『
般
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
』
股
周
青
銅
器
綜
覧
　
、
吉
川
弘
文
館
、

　
爽
京
、
一
九
八
四
年

⑥
　
邸
山
香
・
陳
志
達
「
般
櫨
青
雲
器
的
分
期
与
年
代
」
（
中
岡
社
会
科
学
院
考
古

　
研
究
所
編
著
『
富
祐
青
房
器
』
考
古
学
専
刊
乙
種
第
二
四
号
、
北
京
、
一
九
八
五

　
年
）

⑦
9
い
ぎ
。
漏
壷
《
℃
o
δ
σ
q
《
o
剛
け
7
Φ
目
同
ぼ
Ω
ぎ
3
0
ω
冨
農
U
貯
霧
ぞ
り
〉

　
↓
撃
＄
¢
く
①
0
7
8
き
一
〇
喫
。
（
夢
o
K
ぎ
－
冨
信
℃
①
諜
。
μ
》
↑
ミ
幕
ミ
ざ
嚇
§
四
乱
ミ

　
き
馬
ミ
§
恥
法
§
3
ズ
篇
コ
馨
三
ω
三
。
。
9
。
。
。
ご
ω
差
肥
仲
儒
豊
q
基
く
①
鼠
感
謝
圏
く
α
登

　
一
〇
↓
㊤
．

⑧
　
林
巳
奈
夫
『
股
周
時
代
青
銅
羅
紋
様
の
研
究
』
股
周
菅
銅
器
綜
覧
二
、
吉
川
弘

　
文
館
、
東
京
、
一
九
八
六
年

⑨
　
陳
公
等
・
張
長
寿
「
股
周
青
鋼
器
上
辺
面
紋
的
断
代
研
究
」
（
『
考
古
学
報
』
　
一

　
九
九
〇
年
第
二
期
）

⑩
注
①
前
掲
文
献
、
七
八
頁

⑪
ご
ご
．
M
〈
p
ユ
α
q
謬
自
署
9
＜
。
q
ε
戴
①
。
・
8
Ω
凱
器
ω
・
じ
σ
δ
護
。
ρ
b
ロ
ミ
ミ
噛
↓
N
ミ

　
き
§
§
軸
＆
壽
黛
向
蕊
ミ
罵
抵
註
§
“
ミ
3
瓢
。
．
P
お
ω
メ

　
　
ω
o
ヨ
。
溝
ρ
二
望
〇
三
g
器
じ
⇒
「
。
言
①
ζ
腰
ω
8
夙
ρ
窪
ミ
ミ
慧
ミ
き
§
画
§
＆

　
寒
慢
寒
論
§
議
ミ
§
ミ
帖
塁
署
。
山
①
し
震
心
■

　
　
○
琴
⑦
〉
σ
q
餌
ぎ
匪
①
〉
帥
琶
b
ご
望
望
一
。
。
。
轟
く
ぎ
9
轟
ヨ
①
簿
舞
凶
。
鵠
”
馳
ミ
ー

　
ミ
§
＆
き
§
軸
§
曼
隷
曳
野
防
、
ミ
嵩
誠
ミ
§
ミ
帯
鈎
客
。
．
H
。
。
し
㊤
き
．

⑫
野
℃
。
負
↓
9
竃
p
・
ω
け
曾
。
h
3
Φ
、
、
窯
①
霞
8
0
蕾
．
．
－
国
ヨ
三
㊦
陰
謀
F
O
？

　
℃
霞
量
①
コ
窃
。
h
＞
ユ
霞
ω
ε
「
蜜
窪
α
国
霧
θ
〉
的
嫌
う
ω
ε
昏
。
。
。
㌧
↓
9
8
三
窪

　
｛
o
「
〉
コ
。
凶
⑦
纂
6
n
ε
韓
①
ρ
q
昌
一
く
①
「
毘
ぞ
o
h
崔
一
器
8
け
ρ
お
◎
。
↓
．

⑬
　
林
巳
奈
夫
「
無
目
乱
闘
の
青
鋼
容
器
の
編
年
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
、
第
五
十

　
滞
、
一
九
七
八
年
）
四
三
頁

⑭
　
注
②
前
掲
文
献
署
■
蕊
ム
ρ

⑮
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
輯
『
股
搬
婦
好
墓
』
中
國
田
野
考
古
報
街
集

　
考
古
学
専
聴
器
種
第
二
三
号
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
○
年

二
　
墾
養
紋
の
二
つ
の
流
派
一
聾
の
紋
様
二
種
と
そ
の
変
遷
－

　
　
「
初
現
期
の
青
銅
蔀
器
」
に
お
い
て
、
二
里
岡
期
の
襲
餐
紋
に
は
、

a
類
　
紋
様
が
突
線
で
表
わ
さ
れ
る
も
の

b
類
　
紋
様
の
陽
出
部
が
広
い
も
の
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の
二
種
類
が
あ
り
、
両
者
は
併
存
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
変
化
す
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
各
々
a
1
～
a
3
類
、
b
1
～
b
3
類
に
分
類
し

て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
a
2
類
と
b
1
類
、
a
3
類
と
b
2
類
で
表
わ
さ
れ
る
聖
餐
紋
の
形
状
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
ノ
エ
ル
ー
バ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ド
の
鋳
型
施
紋
法
に
つ
い
て
の
説
を
援
用
し
て
考
察
す
れ
ば
、
a
類
は
原
型
を
用
い
ず
に
鋳
型
に
直
接
紋
様
の
輪
郭
を
彫
り
こ
ん
だ
た
め
に
、

そ
れ
が
凸
部
で
表
わ
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
b
類
は
原
型
に
彫
り
こ
ん
だ
紋
様
を
鋳
型
に
押
捺
し
た
後
に
鋳
造
す
る
た
め
、
紋
様
の
輪
郭
が
製

晶
で
は
凹
部
で
表
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
毅
嘘
期
の
襲
餐
紋
に
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
股
櫨
期
前
半
の
青
銅
器
に
は
、
主
に
爵
・
聾
・
鼎
・
触
∵
尊
・
論
叢
の
五
種
が
存
在
す
る
が
、
器
種
に
よ
っ
て
器
の
大
き
さ
が
異
な
り
、
紋

様
帯
の
大
き
さ
も
異
な
る
か
ら
、
た
と
え
同
一
種
類
の
紋
様
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
画
面
に
合
わ
せ
て
紋
様
の
細
部
を
変
化
さ
せ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
比
較
的
出
土
例
が
多
く
時
期
的
変
遷
の
明
ら
か
な
聾
を
と
り
あ
げ
て
紋
様
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
聾
は
二
里
岡
銅
四
期
に
、
B
型
3
類
（
饅
頭
形
の
腹
部
と
上
方
へ
開
く
頸
部
を
持
ち
、
断
面
三
角
形
の
三
足
を
持
つ
型
式
の
う
ち
、
頸
部
と

腹
部
に
紫
黒
紋
帯
を
飾
る
も
の
）
と
い
う
型
式
が
出
現
し
、
罪
の
諸
型
式
は
B
型
3
類
に
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
里
岡
銅

四
期
の
中
で
も
最
も
新
し
い
段
階
と
し
た
B
型
3
類
に
は
、
①
頸
部
・
腹
部
共
に
、
a
3
類
撃
茎
紋
を
飾
り
、
頂
部
斜
面
が
外
号
す
る
魏
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

柱
心
を
持
つ
も
の
、
②
頸
部
・
腹
部
共
に
、
b
2
類
饗
餐
紋
を
飾
り
、
頂
部
斜
面
が
内
湾
す
る
V
類
柱
帽
を
持
つ
も
の
、
の
二
種
類
が
あ
る
。

一
方
、
股
櫨
前
半
期
に
は
、
B
型
3
類
を
踏
襲
し
た
型
式
の
鼻
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
中
に
、
柱
帽
が
円
錐
形
で
、
器
の
口
径
が
広
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
と
、
柱
帽
が
愚
痴
円
錐
形
で
器
の
口
径
が
狭
い
も
の
の
二
種
の
小
形
式
が
あ
り
、
股
櫨
前
半
期
を
通
じ
て
存
続
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
二
里
岡
期
B
型
3
類
の
①
と
②
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
以
下
、
B
型
4
類
、
B
型
5
類
と
称
し
て
、
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。

馨
餐
紋
の
輪
郭
を
太
い
凸
部
で
表
わ
し
、
そ
の
周
囲
を
細
か
い
線
で
充
填
す
る
襲
鍵
紋
（
輪
郭
饗
鍵
紋
）
を
除
き
、
B
型
4
類
聾
と
B
型
5
類
野

の
饗
餐
紋
を
比
べ
て
み
る
と
、
B
型
4
春
画
の
紋
様
は
全
般
的
に
細
か
く
、
ど
の
部
分
の
線
も
ほ
ぼ
同
じ
太
さ
、
同
じ
調
子
で
あ
る
の
に
対
し
、

B
型
5
類
聾
の
紋
様
は
凸
部
が
広
く
て
太
さ
の
不
揃
い
な
線
を
用
い
て
表
わ
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
各
々
の
中
で
変
遷
過
程
を
辿
る
こ

と
が
で
き
る
。
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B
型
4
類
鐸
の
襲
餐
紋
（
図
1
…
1
～
5
）

1
類
　
解
由
紋
の
角
や
下
顎
部
の
部
分
を
凸
線
そ
の
も
の
で
表
現
す
る
点
は
異
な
る
が
、
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
額
の
梯
形
飾
・
角
・
胴
体
内

部
の
渦
紋
や
上
顎
・
下
顎
・
そ
の
後
方
の
渦
紋
（
手
・
足
）
等
の
各
線
を
比
較
す
る
と
、
二
里
盛
期
a
3
類
無
学
紋
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
イ
・
ロ
・
ハ
と
し
た
各
部
分
は
、
股
嘘
期
の
紋
様
で
は
二
里
岡
期
の
a
3
類
で
表
わ
さ
れ
て
い
た
各
部
分
の
意
味

が
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
二
里
岡
期
a
3
類
か
ら
発
達
し
た
紋

様
と
考
え
る
。

2
類
脂
漏
紋
の
顎
・
角
の
部
分
の
後
方
に
先
端
が
蕨
手
状
に
巻
き
こ
み
、
渦
紋
を
つ
け
た
平
行
線
を
飾
る
。
林
巳
奈
夫
に
し
た
が
っ
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
④

れ
を
羽
根
と
称
す
る
。
尾
の
先
端
の
渦
紋
が
数
重
に
巻
き
こ
み
、
胴
体
下
部
に
目
を
中
心
と
し
た
動
物
紋
（
鳥
紋
）
が
現
れ
る
。
角
の
内
部
に
複

雑
な
線
が
入
る
。

3
類
　
羽
根
は
長
く
な
り
、
先
端
が
鋭
角
を
も
っ
て
曲
り
、
根
元
に
細
か
い
渦
紋
を
つ
け
る
定
型
化
し
た
形
を
と
る
。
数
本
の
羽
根
が
角
の
前

後
・
尾
の
下
・
顎
の
後
方
に
平
行
に
つ
け
ら
れ
る
。
角
の
下
や
手
足
の
上
等
の
部
分
に
も
羽
根
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
羽
根
の
数
も
多
く
な

る
。
ま
た
、
尾
や
角
の
先
端
の
渦
紋
が
多
重
に
巻
き
こ
む
な
ど
、
紋
様
が
細
密
化
す
る
も
の
が
新
し
い
よ
う
で
あ
る
。

B
型
5
類
聾
の
馨
餐
紋
（
図
1
1
6
～
9
）

1
類
　
角
の
後
方
に
凸
部
の
広
い
羽
根
を
つ
け
る
。

2
類
　
尾
の
下
に
目
を
中
心
と
す
る
動
物
紋
（
鳥
紋
）
が
現
れ
る
。

3
類
　
レ
ー
ル
分
類
の
第
皿
段
階
に
あ
た
り
、
主
紋
と
地
紋
が
明
確
に
分
離
す
る
。

B
型
5
類
聾
の
1
類
の
紋
様
は
、
凸
部
が
広
い
点
、
お
よ
び
胴
体
内
の
渦
紋
や
下
顎
後
方
の
渦
紋
（
二
・
ホ
）
の
形
状
が
二
里
岡
期
b
2
類
と
大

変
よ
く
似
て
い
る
。
2
類
の
紋
様
は
、
胴
体
内
部
の
渦
紋
や
下
顎
後
方
の
渦
紋
（
二
・
ホ
）
等
の
紋
様
各
部
の
形
状
を
よ
く
受
け
継
い
で
お
り
、

こ
れ
ら
の
紋
様
は
二
里
岡
期
b
2
類
か
ら
の
一
連
の
変
化
過
程
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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4．小屯YM388：R2e46，5。小屯YM188：R2037，16．鄭州姻廠，7．小

電YM388：R2047，8．小屯YM333：R2045）

8　（810）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
よ
う
に
、
輪
郭
獲
餐
紋
を
除
く
と
、
B
型
4
類
聾
の
紋
様
は
、
二
里
帰
期
a
類
か
ら
出
発
し
最
終
的
に
林
の
い
う
「
細
線
馨
図
工
」
に
、

ま
た
B
型
5
類
聾
の
紋
様
は
、
二
里
岡
期
b
類
か
ら
出
発
し
、
「
渦
紋
地
・
獄
丁
・
疎
羽
・
渦
紋
入
」
馨
餐
紋
へ
と
到
達
す
る
諸
段
階
の
紋
様

で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
B
型
4
類
聾
に
つ
け
ら
れ
た
紋
様
を
「
細
線
単
機
紋
」
、
B
型
5
類
聾
に
つ
け
ら
れ
た
紋
様
を
「
太
線
襲
甕
紋
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
仮
に
総
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
他
の
器
種
に
も
同
様
に
、
「
細
線
縮
写
紋
扁
と
「
太
線
襲
餐
紋
」
を
飾
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
聾

以
外
の
器
種
で
は
、
饗
餐
紋
を
飾
る
主
紋
帯
以
外
に
獣
紋
や
幾
何
学
紋
等
の
補
足
的
な
紋
様
帯
を
飾
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
う
し
た
紋
様
も
概

ね
同
様
の
表
現
上
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
儀
を
持
つ
デ
ザ
イ
ン
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
通
量
的
に
存
在

す
る
の
み
な
ら
ず
、
器
種
を
超
え
て
存
在
す
る
こ
の
よ
う
な
群
を
「
流
派
」
と
称
し
て
、
細
線
襲
餐
紋
を
飾
る
流
派
を
「
細
線
派
」
、
太
線
襲

餐
紋
を
飾
る
流
派
を
「
太
線
派
」
と
呼
び
わ
け
る
。

　
た
だ
し
、
細
線
2
類
と
太
線
2
類
は
、
角
や
胴
体
下
部
の
羅
紋
等
、
極
め
て
類
似
し
た
部
分
が
あ
る
。
両
者
は
相
互
に
影
響
関
係
が
あ
っ
た

股櫨前半期の青銅葬器の編年と流派の認識（難波）

1

　　　　副2　輪郭饗麩紋
（1．ノ」、屯YM232：R2G21爵，2。ノ」、屯Y

M331：　R　2043Pdi）

遷
、
、
警
醗
2

の
は
確
か
で
あ
る
と
思
う
が
、
反
面
、
太
線
2
類
の
み
が
太
線
1
類
を
踏
襲
し
た
部
分
を
持
つ
こ

と
や
、
細
線
2
類
が
直
線
的
な
画
面
構
成
を
と
り
、
平
行
な
羽
根
を
多
く
配
し
た
り
角
や
尾
の
巻

き
こ
み
を
数
字
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
細
密
な
印
象
を
与
え
る
効
果
を
狙
っ
て
い
る
点
な
ど
、

つ
ぎ
の
細
線
饗
餐
紋
3
類
へ
連
続
す
る
要
素
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
両
者
は
、
異
系
列
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
細
線
派
と
も
太
線
派
と
も
異
な
っ
た
紋
様
で
あ
る
輪
郭
饗
聲
紋
（
図
2
）
は
、
聾
の

み
な
ら
ず
、
爵
や
触
に
も
主
紋
帯
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
鼎
や
瓶
に
は
、
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
⑧

雷
乳
隠
紋
や
君
臨
隠
紋
と
か
舗
紋
な
ど
と
呼
ば
れ
る
幾
何
学
紋
が
主
紋
帯
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例

が
あ
り
、
ま
た
、
鼎
に
は
書
紋
帯
に
諸
等
を
飾
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
紋
様
を
飾
る
器
群
も
ま

た
、
右
記
の
定
義
に
よ
れ
ば
「
流
派
」
と
称
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
通
常
、
こ

9　（811）



れ
ら
の
紋
様
は
太
線
派
の
表
現
に
よ
る
紋
様
と
共
に
用
い
ら
れ
た
り
、
共
通
の
補
足
的
な
紋
様
と
共
に
用
い
ら
れ
た
り
す
る
。
す
な
わ
ち
、
太

線
派
の
魂
送
紋
と
互
換
的
に
用
い
ら
れ
る
紋
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
、
細
線
派
や
太
線
派
と
同
レ
ベ
ル
の

「
流
派
」
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

①
　
Z
■
c
噂
p
ヨ
帥
a
、
禁
門
○
ユ
α
q
写
ω
o
剛
b
σ
δ
g
Φ
9
。
・
餓
夷
営
〉
き
一
。
暮
〇
三
崎
、

　
客
し
ご
母
轟
a
俸
ω
舞
。
目
p
ヨ
。
ε
、
さ
“
ミ
ミ
歴
博
ミ
沁
§
§
帖
蕊
ミ
．
ぎ
§
馬
ミ

　
O
ミ
蓉
℃
ヨ
応
社
、
東
京
、
一
九
七
五
年

②
　
第
一
章
注
①
前
掲
文
献
、
九
一
頁

③
第
薫
単
注
⑤
前
掲
文
献
、
二
～
三
…
二
一
四
頁
で
は
、
低
め
の
も
の
、
高
め
の

　
も
の
と
分
類
し
て
い
る
。

④
　
林
巳
奈
夫
「
魍
魎
青
銅
器
に
現
【
れ
る
龍
に
つ
い
て
　
附
論
一
瓢
周
銅
器
に
お

　
け
る
動
物
表
現
型
式
二
三
に
つ
い
て
一
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
、
第
二
三
冊
、

　
一
九
五
三
年
）
一
八
八
…
～
九
工
頁

⑥
第
一
章
注
⑧
前
掲
文
献
、
八
二
頁

⑥
レ
ー
ル
は
細
線
饗
饗
紋
を
太
線
婆
髪
紋
の
細
密
化
し
た
紋
様
と
し
て
捉
え
て
い

三
　
各
器
種
の
器
形
変
遷
と
流
派

　
る
　
林
巳
奈
夫
や
陳
公
費
．
張
長
寿
は
太
線
聖
意
紋
と
は
別
系
統
の
紋
様
と
し
て

　
捉
え
て
お
り
、
私
も
こ
の
意
見
に
賛
成
で
あ
る
。

⑦
容
庚
『
商
周
舞
器
通
考
』
（
上
）
燕
京
学
報
専
門
之
一
七
、
恰
仏
燕
京
学
社
、

　
北
京
、
一
九
四
一
年
、
＝
八
頁

⑧
第
～
章
注
⑧
前
掲
文
献
、
一
九
〇
1
一
九
芸
州

⑨
饗
饗
紋
に
は
、
他
に
顔
面
の
み
を
表
わ
し
た
饗
装
紋
が
二
里
岡
期
以
来
み
ら
れ

　
る
。
こ
の
紋
様
も
ま
た
、
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
、
形
状
を
伝
統
的
に
受
け
継
い
で
い

　
る
よ
う
で
あ
り
、
毅
嘘
前
半
期
に
は
尊
や
平
面
形
が
方
形
の
爵
や
壷
⊥
力
葬
等
、

　
か
な
り
特
殊
な
型
式
に
飾
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
紋
様
を
飾
る
青

　
銅
器
群
も
流
派
と
し
て
捉
え
う
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
本
章
で
は
、
島
島
前
半
期
の
青
銅
器
の
発
達
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
自
酌
と
す
る
。
前
章
の
紋
様
の
分
析
を
手
が
か
り
に
、
歯
数

の
多
い
輩
・
爵
・
鱗
・
尊
・
甑
・
鼎
を
と
り
あ
げ
て
、
置
形
の
変
遷
を
検
討
し
て
型
式
分
類
を
行
な
い
、
そ
れ
ら
の
各
型
式
の
併
行
関
係
を
考

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
期
を
試
み
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
各
時
期
の
流
派
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
、
聾
の
型
式
変
遷
に
つ

い
て
検
討
し
て
、
両
流
派
の
襲
餐
紋
の
併
行
関
係
を
考
察
し
た
後
に
、
他
の
忙
種
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

10　（812）



毅櫨前半期の青銅鼻器の編年と流派の認識（難波）

　
（
1
）
聾
（
図
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
は
、
頸
部
と
腹
部
の
区
別
が
徐
々
に
な
く
な
り
、
腹
部
下
端
径
が
上
端
の
径
に
近
く
な
っ
て
ゆ
く
の
で
、
器
身
の
形

態
の
変
化
に
基
づ
い
て
、
以
下
分
類
す
る
。

B
型
4
類
－
式
　
腹
部
下
端
径
が
上
端
径
よ
り
か
な
り
大
き
い
。
頸
部
と
腹
部
肩
の
径
の
違
い
も
大
き
く
て
、
両
者
は
大
き
な
段
差
に
よ
っ
て

区
別
さ
れ
る
。

B
型
4
類
－
式
　
腹
部
は
上
端
径
と
下
端
径
が
ほ
ぼ
等
し
く
、
中
央
径
が
最
も
大
き
い
。
頸
部
と
腹
部
肩
の
径
の
差
が
小
さ
く
な
っ
て
、
段
差

も
弱
く
な
る
。
頸
部
が
短
縮
さ
れ
る
。

B
型
4
類
皿
式
　
腹
部
の
張
り
が
弱
く
な
り
、
頸
部
と
腹
部
の
段
差
が
ま
す
ま
す
な
く
な
っ
て
無
紋
区
画
帯
で
区
別
さ
れ
る
。

B
型
5
類
－
式
　
腹
部
下
端
径
が
上
端
径
よ
り
大
き
く
、
頸
部
と
腹
部
は
径
が
違
い
、
著
し
い
段
差
が
あ
る
。

B
型
9
5
類
H
式
　
頸
部
・
腹
部
の
段
差
が
弱
く
な
る
。

B
型
5
魚
蝋
式
　
腹
部
は
、
下
端
径
が
大
き
い
が
張
り
が
弱
く
、
頸
部
と
腹
部
の
段
差
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
、
無
紋
区
画
帯
で
区
別
さ
れ
る

の
み
で
あ
る
。

　
さ
て
、
肇
の
三
足
の
形
態
は
こ
の
時
期
に
大
き
く
変
化
す
る
た
め
に
、
編
年
の
上
で
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
皆
済
は
股
三
期
の

聾
の
足
の
形
態
を

①
断
面
三
角
形
の
透
底
空
足

②
　
断
面
三
角
形
で
内
側
の
二
面
の
中
央
に
溝
状
の
凹
み
が
あ
る
不
透
底
実
足

③
　
断
面
T
字
形
の
実
足

④
　
中
心
の
途
切
れ
た
断
面
τ
字
形
の
実
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
分
類
し
、
こ
の
順
序
で
変
化
し
た
と
考
え
た
。
し
か
し
、
華
覚
明
ら
は
、
婦
好
墓
出
土
の
野
を
検
討
し
、
②
の
型
式
は
③
よ
り
美
観
を
呈
す
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1．B型4類1式　高28．9cm 2．B型4　ra　ll式　高30．1cm 3．B型4類皿式　es31．lcm

4．B型5類1式　高34．Oc皿　　5．　B型5類ll式　高27，8cm　　6．　B型5類皿式　高44．7cm

　　　　　　　　　　　　　　図3畳の型式分類
　　　　（1．小臣YM333＝R2044，2．小屯YM232＝R2038，3．小屯YM188：R
　　　　2037，4．小屯YM333：R2045，5．小穂YM388：R2047，6．蘇陽）
　　　　　＊印は細線派を示す。以下同じ。

表1　聾の諸要素の併行関係

B型4類

型式

I
H
I
∬
皿
皿

襲　饗紋

形状　後方鳥
三足

細線1類

細線2類　　　○
細線3類（古）iO

輪　　郭　　　○

細線3類（新）iO

細線3類（新）iO

　
③
　
　
①

①
，
③
③
③
実

　
①
　
　
中

柱帽

丸み帯びる

平たく突出

丸み帯びる

丸，多条羅紋

丸多条陰線
上面直線的

B型5類

型式

1
皿

皿

墾甕紋
形状i後方鳥

太線1類i

太線2類iO

太線3娯○

三足

①
③

＠

柱帽

頂部突出せず

円筒状突出

高，尖葉紋

12　（814）



毅櫨前半期の青銅舞器の編年と流派の認識（難波）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
よ
う
に
、
足
内
方
の
溝
の
中
に
型
持
を
設
け
て
、
足
内
壁
を
固
定
す
る
非
常
に
高
度
な
技
術
を
用
い
て
作
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
ゆ
え

に
①
↓
③
↓
②
↓
④
の
順
に
三
足
の
形
態
が
出
現
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
順
序
は
、
概
ね
器
身
の
形
態
の
変
化
に
即
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

股
嘘
鵬
土
の
青
銅
器
中
、
壁
式
に
あ
た
る
Y
M
…
八
八
出
土
R
二
〇
三
六
聾
の
足
は
、
断
面
三
角
形
で
あ
る
が
、
空
足
で
は
な
く
、
中
実
で
あ

る
。
ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
中
に
も
、
皿
式
に
相
当
す
る
が
、
断
面
三
角
形
の
空
足
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
②
の
足
の
内
側
の
二
面
に
つ

け
ら
れ
た
溝
は
、
③
の
溝
を
模
し
た
ル
ジ
メ
ン
ト
で
あ
ろ
う
が
、
③
か
ら
②
へ
移
行
す
る
閥
に
、
見
掛
け
上
あ
ま
り
安
定
感
の
よ
く
な
い
③
の

断
面
T
字
形
足
を
嫌
っ
て
、
復
古
調
の
断
面
三
角
形
足
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
柱
帽
も
次
の
よ
う
に
変
化
す
る
。
B
型
4
類
の
柱
帽
は
、
二
里
岡
惚
B
型
3
類
新
段
階
の
形
態
を
受
け
継
ぎ
、
上
面
が
ま
る
く
て
頂

上
部
が
わ
ず
か
に
突
出
す
る
も
の
、
上
面
の
斜
面
は
ま
る
い
が
頂
上
の
突
出
部
が
平
た
く
て
径
が
大
き
い
も
の
、
上
面
斜
面
が
直
線
的
な
円
錐

形
の
も
の
、
頂
上
突
出
部
が
小
さ
く
て
上
面
斜
面
が
ま
る
く
圏
紋
の
蕨
手
が
長
く
て
多
条
に
み
え
る
も
の
、
等
の
種
類
が
あ
る
。
一
方
、
B
型

5
類
は
、
二
里
岡
期
B
型
3
類
新
段
階
の
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
に
み
ら
れ
た
、
斜
面
が
内
湾
す
る
型
式
の
柱
帽
が
丈
高
に
な
っ
た
も
の
、
頂
上

突
出
部
が
円
筒
状
を
碧
し
大
き
く
突
出
す
る
も
の
、
よ
り
丈
高
な
包
装
と
な
り
、
斜
面
に
尖
葉
紋
と
組
合
わ
せ
渦
紋
帯
と
を
飾
り
、
頂
上
面
に

蘭
語
を
飾
る
も
の
が
あ
る
。
B
型
4
類
の
変
化
は
一
方
的
な
変
化
で
は
な
い
の
で
把
握
し
難
い
が
、
B
型
5
類
の
柱
帽
は
、
ま
ず
頂
上
突
出
部

が
誇
張
さ
れ
、
さ
ら
に
、
紋
様
帯
で
そ
の
形
状
を
表
現
す
る
も
の
へ
と
変
化
し
、
全
体
に
は
丈
高
に
な
っ
て
ゆ
く
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
各
要
素
の
変
化
を
表
1
に
ま
と
め
た
。
讐
餐
紋
の
形
状
と
、
吊
身
の
形
状
、
三
足
の
形
態
や
柱
帽
の
形
態
の
変
化
の
方
向
性
は
、
一
部
例
外

が
あ
る
が
ほ
ぼ
矛
盾
し
な
い
。
次
に
、
B
型
4
類
と
B
型
5
類
の
各
型
式
の
併
行
関
係
を
器
形
の
共
通
性
な
ど
か
ら
考
察
す
る
と
、
0
ゆ
B
型

5
類
H
式
と
B
型
4
類
E
式
の
紋
様
が
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
②
腹
部
と
頸
部
の
境
の
段
差
が
消
滅
し
て
ゆ
く
状
況
は
、
B
型
4
類
－
式

と
B
型
5
類
－
式
、
B
型
4
類
豆
式
と
B
型
5
類
H
式
、
B
型
4
類
皿
式
と
B
型
5
類
恥
式
が
そ
れ
ぞ
れ
似
通
っ
て
い
る
。
㈲
B
型
4
類
H

式
の
う
ち
毒
手
の
頂
上
突
出
部
が
平
た
い
型
式
と
B
型
5
類
H
式
の
、
柱
帽
の
突
出
部
の
形
態
が
類
似
す
る
。
㈲
B
型
4
類
－
式
と
B
型
5

類
－
式
は
断
面
三
角
形
の
空
足
を
持
ち
、
B
型
4
出
監
式
の
ほ
と
ん
ど
と
B
型
5
類
登
式
が
丁
字
形
断
面
の
三
足
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、13　（815）



B
型
4
類
－
式
と
B
型
5
類
一
式
A
B
型
4
類
H
式
と
B
型
5
類
丑
式
、
B
型
4
写
譜
式
と
B
型
5
類
論
式
が
そ
れ
ぞ
れ
併
行
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
以
上
の
考
察
よ
り
、
二
つ
の
流
派
の
紋
様
の
併
行
関
係
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
各
紋
様
の
形
状
と
無
形
に
よ
っ
て
分
類
し
た
各
型
式

の
対
応
関
係
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
B
型
4
類
－
式
巨
細
線
1
類
、
B
型
4
類
豆
品
書
細
線
2
類
・
3
類
、
B
型
4
類
同
式
1
1
細
線
3

類
、
B
型
5
類
－
論
難
太
線
1
類
、
B
型
5
類
匪
式
翼
太
線
2
類
、
B
型
5
類
恥
式
1
1
太
線
3
類
。
細
線
3
類
襲
竿
継
は
B
型
4
類
昼
式
と
蚕

式
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
B
型
5
類
匪
式
と
併
行
す
る
B
型
4
類
∬
式
に
飾
ら
れ
た
細
線
襲
甕
紋
3
類
は
羽
根
の
数
が
や

や
少
な
い
の
に
対
し
て
、
B
型
5
類
論
式
と
併
行
す
る
B
型
4
類
皿
式
聾
の
細
線
3
類
馨
面
差
は
、
羽
根
を
飾
る
部
位
が
増
し
、
非
常
に
細
密

化
し
た
形
状
を
呈
す
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
古
段
階
、
新
段
階
と
す
る
。
よ
っ
て
、
細
線
1
類
襲
饗
紋
と
太
線
1
二
五
餐
紋
、
細
線
2
魚
倉
餐

紋
・
細
線
3
類
襲
餐
紋
の
古
段
階
と
太
線
2
類
饗
餐
紋
、
細
線
3
類
馨
嬉
嬉
新
段
階
と
太
線
3
類
襲
餐
紋
が
ほ
ぼ
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
輪
郭
襲
餐
紋
を
飾
る
も
の
は
B
型
4
類
皿
式
に
あ
た
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
B
型
5
類
H
式
は
、
鋳
型
の
合
わ
せ
醤
に
あ
た
る
部
分
に
二
列
の
低
い
近
信
を
持
つ
。
B
型
5
類
皿
式
は
鋳
型
の
合
わ
せ
目
お

よ
び
繋
餐
紋
の
中
心
に
六
列
の
稜
脊
を
持
ち
、
口
縁
下
に
尖
置
紋
を
飾
る
。
現
在
、
指
数
は
少
な
い
が
、
こ
れ
に
続
く
型
式
（
B
型
5
類
擁
式
）

や
B
型
5
類
恥
式
に
あ
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
も
皆
、
稜
脊
・
尖
風
紋
を
持
つ
。
よ
っ
て
太
線
襲
業
紋
を
飾
る
「
流
派
」
は
、
B
型
5
類
に

限
っ
て
み
ら
れ
、
太
線
2
類
襲
忠
心
を
飾
る
段
階
よ
り
、
稜
脊
や
尖
鼠
紋
を
共
に
飾
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
細
線
襲

甕
紋
を
飾
る
「
流
派
偏
は
、
主
に
B
型
4
類
輩
に
み
ら
れ
、
尖
葉
紋
や
稜
脊
を
共
に
飾
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
な
お
、
全
体
に
丸
い
長
身

を
も
つ
聾
（
D
型
と
称
す
る
）
は
、
細
線
3
類
（
新
）
・
太
線
3
類
を
飾
る
も
の
が
あ
る
。
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（
2
）
爵
（
図
4
）

主
に
二
里
岡
期
の
B
型
を
受
け
継
い
だ
平
底
の
爵
と
、

新
し
く
繊
現
し
た
円
底
爵
（
D
型
）

　
　
　
　
　
　
　
④

の
二
種
が
盛
行
す
る
。



股城前半期の晋銅弊器の編年と流派の認識（難波）

　
B
型
は
、
円
錐
形
柱
帽
を
も
つ
型
式
（
－
類
）
と
、
念
頭
円
錐
形
柱
帽
を
も
つ
型
式
（
2
類
）
と
が
あ
る
。
D
型
に
は
、
三
条
の
弦
紋
を
飾
る
も

の
と
、
賜
餐
紋
帯
を
飾
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
心
行
紋
を
飾
る
も
の
を
中
心
に
論
を
進
め
た
い
。
ま
ず
、
器
形
に
重
点
を
お
い
て
型
式
分
類
を

行
な
い
、
同
時
に
各
型
式
に
飾
ら
れ
る
紋
様
を
検
討
す
る
。

B
型
1
類
－
式
　
頸
部
と
腹
部
の
径
の
差
が
小
さ
い
が
、
段
差
が
残
る
。
頸
部
・
腹
部
共
に
、
同
幅
の
細
線
2
類
饗
餐
上
帯
を
飾
り
、
口
縁
下

に
尖
葉
紋
を
飾
る
。

8
型
1
類
豆
式
　
頸
部
が
縮
小
し
て
紋
様
帯
も
狭
く
な
っ
た
た
め
、
聖
堂
わ
せ
渦
紋
帯
を
飾
る
型
式
。
腹
部
に
は
細
線
3
類
（
新
）
聖
餐
紋
を
飾

り
、
口
縁
下
尖
葉
紋
と
稜
脊
を
持
つ
。

B
型
2
類
－
式
　
股
嘘
出
土
器
に
は
こ
の
型
式
に
該
当
す
る
も
の
は
な
い
が
、
岐
山
京
当
出
土
爵
は
太
線
1
登
桁
塗
紋
を
腹
部
に
飾
る
の
で
、

二
里
岡
期
B
型
の
最
終
型
式
よ
り
新
し
い
と
考
え
、
1
式
と
す
る
。
頸
部
径
と
腹
部
径
は
、
大
き
く
異
な
る
。
単
柱
で
、
丈
高
の
柱
帽
は
戯
頭

円
錐
形
に
近
い
。

B
型
2
類
H
式
　
頸
部
と
腹
部
の
径
の
差
が
小
さ
い
が
、
段
差
が
あ
る
。
頸
部
と
腹
部
に
同
幅
の
輪
郭
襲
黒
体
帯
を
持
つ
。
柱
帽
は
、
無
紋
ら

し
い
が
、
丈
高
で
上
部
が
ふ
く
ら
む
。

B
型
2
類
m
式
　
頸
部
が
短
縮
さ
れ
、
圏
両
紋
帯
や
組
合
わ
せ
渦
紋
帯
等
の
幅
の
狭
い
紋
様
が
飾
ら
れ
る
。
口
縁
下
に
、
尖
葉
紋
を
飾
り
、
稜

脊
を
飾
ら
な
い
例
・
稜
脊
を
腹
部
の
み
に
飾
る
例
・
口
縁
下
・
頸
部
・
腹
部
共
に
稜
脊
を
飾
る
例
が
あ
る
。
柱
帽
は
上
部
径
が
大
き
く
、
突
線

・
尖
葉
紋
・
組
合
わ
せ
渦
紋
帯
で
飾
ら
れ
る
。

D
型
－
式
　
平
底
か
ら
嚢
底
へ
の
過
渡
的
な
型
式
で
、
平
底
に
近
い
も
の
、
底
が
や
や
突
出
し
た
も
の
等
が
あ
り
、
形
態
は
一
定
し
て
い
な
い
。

柱
帽
は
い
ず
れ
も
円
錐
形
で
あ
る
が
、
上
面
は
無
紋
の
も
の
も
あ
り
、
国
守
紋
・
圏
紋
等
が
飾
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
三
足
の
断
面
形
は
内
方

の
二
面
が
や
や
内
湾
す
る
。
細
線
1
類
馨
餐
紋
を
飾
る
も
の
、
太
線
1
類
論
難
紋
帯
を
飾
る
も
の
が
あ
る
。

D
型
鏡
式
　
円
底
の
形
態
が
確
立
し
た
型
式
で
、
三
足
の
懲
罰
形
は
内
方
二
面
が
内
湾
す
る
。
細
線
1
類
馨
…
餐
紋
帯
を
飾
る
も
の
が
あ
る
。
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D
型
皿
式
　
ま
る
み
の
あ
る
響
胴
を
持
つ
。
三
足
が
反
り
、
柱
帽
が
平
た
く
て
尾
の
短
い
古
段
階
、
骨
身
か
ら
足
先
端
ま
で
が
直
線
的
で
柱
帽

が
高
く
、
尾
が
や
や
長
く
な
っ
た
新
段
階
が
あ
る
。
細
線
3
類
（
新
）
襲
餐
紋
を
飾
る
例
は
、
新
段
階
に
あ
た
る
も
の
の
紋
様
の
方
が
や
や
細
密

化
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
口
縁
下
尖
声
紋
を
飾
る
例
は
な
い
。
太
線
3
類
襲
餐
紋
を
飾
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
、
P
縁
下
尖
葉
紋
を
持
ち
、

腹
部
に
稜
脊
を
飾
る
も
の
と
飾
ら
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
三
条
の
脚
高
を
飾
る
例
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
股
櫨
前
半
期
の
B
型
・
D
型
に
共
通
す
る
置
形
変
化
の
傾
向
と
し
て
、
当
初
流
折
部
に
接
し
て
い
た
柱
が
後
方
へ
と
離
れ
て
ゆ
く
と
い
う
指

摘
が
あ
る
が
、
こ
の
変
化
は
鋳
型
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。
双
柱
の
爵
の
場
合
、
二
里
岡
期
に
は
、
流
と
器
身
の
部
分
の
内
需
が

一
体
で
あ
り
、
流
折
部
に
あ
た
る
境
の
部
分
に
柱
脚
を
彫
り
こ
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
股
櫨
期
に
入
っ
て
流
と
器
身
の
内
廓
が
分
離
し
て
、
柱

脚
が
器
身
の
内
意
に
彫
り
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
柱
脚
は
徐
々
に
境
目
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
後
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
B
型
2

類
－
式
と
D
型
－
式
・
∬
式
で
は
、
柱
脚
の
断
面
形
が
三
角
形
で
、
そ
の
内
方
の
稜
が
軍
需
の
稜
の
延
長
上
に
つ
な
が
る
が
、
そ
の
他
の
新
し

い
型
式
で
は
、
柱
脚
の
断
面
形
が
扁
平
な
半
円
形
で
、
柱
脚
の
前
端
が
流
築
に
接
す
る
よ
う
に
つ
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
流
の
断
面
形
に
注
目
す
る
と
、
下
面
・
内
面
の
最
下
端
が
V
字
形
に
鋭
く
屈
曲
す
る
も
の
か
ら
、
U
字
形
に
ま
る
く
屈
曲
す
る
も

の
へ
と
変
化
す
る
。
V
字
形
に
屈
曲
す
る
も
の
は
、
B
型
2
類
－
式
・
D
型
－
式
・
皿
式
で
、
こ
れ
ら
は
器
壁
の
厚
さ
が
一
～
二
㎜
と
非
常
に

薄
い
の
に
対
し
て
、
U
字
形
に
ま
る
く
屈
曲
す
る
そ
の
他
の
型
式
は
、
口
縁
外
面
に
端
面
を
も
ち
、
器
壁
が
六
～
八
㎜
と
厚
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
三
足
部
分
の
鋳
型
構
造
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
二
里
岡
惚
に
は
三
足
の
部
分
は
空
身
外
学
と
分
離
し
た
Y
字
形
に
交
わ
る
三
酉
の
外

萢
を
用
い
て
鋳
造
し
て
い
た
。
し
か
し
、
B
型
2
類
－
式
と
D
型
1
式
の
R
二
〇
三
二
以
外
は
、
足
の
外
面
中
央
萢
線
が
み
ら
れ
ず
、
底
部
に

も
心
線
は
み
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
三
足
部
分
の
外
冠
は
、
底
部
全
体
を
覆
う
形
の
底
萢
と
、
三
足
外
面
を
そ
れ
ぞ
れ
覆
う
三
塊
の
外
萢
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

合
計
四
塊
か
ら
成
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
鋳
型
構
造
の
変
化
や
紋
様
の
変
化
を
ふ
ま
え
て
各
型
式
の
併
行
関
係
を
考
察
す
る
と
、
最
も
古
い
段
階
と
し
て
、
B
型
2
類

－
式
と
D
型
－
式
の
一
部
が
併
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
D
型
－
式
と
D
型
H
式
が
次
に
古
い
段
階
で
あ
り
、
柱
脚
の
流
弾
に
接
す
る
型
式
の
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1．B型2類1式　高21．9cm 2．　B型2類ll式　高19．6cm

．
k

野

織
蕩

3．　B型2類皿式　高20．7cm

4．B型1類1式＊身高10，2cm　5．　B型1類ll式＊高23．2cm 6．D型1式 高13．8cm

　
壕
？
」

難牌 　　　　珍㌢

　　　，r’

7．D型㎜式（古）＊高15，3cm　　8，　D型田式（新）＊高19．Ocm　　9．D型皿式（新）　高18．5cm

　　　　　　　　　　　　　　図4爵の型式分類
　　　（1．陳西岐山京当，2，小躍YM232　：R2021，3．侯家庄HPK：M1022：R1051，
　　　4．小櫛YM238：R2023，　5．婦好墓AXTM5：674，　6．小屯YM329：R
　　　2032，7．武官村大墓W1，8．大司空SM539：24，9．高楼庄M8＝13）
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B
型
！
類
一
式
と
B
型
2
類
∬
式
が
次
の
段
階
で
あ
る
。
細
線
3
類
饗
餐
紋
を
飾
る
D
型
高
吟
（
古
）
は
こ
れ
ら
よ
り
若
干
新
し
い
と
考
え
る
。

最
新
段
階
と
し
て
B
型
1
類
豆
式
・
B
型
2
類
盈
式
・
D
型
岨
式
（
新
）
が
併
行
す
る
と
考
え
る
。

　
流
派
と
紋
様
や
装
飾
の
間
に
は
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
B
型
で
は
、
細
線
讐
双
幅
派
は
円
錐
形
柱
面
を
持
つ
1
類
に
限
っ

て
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
太
線
襲
餐
急
派
は
戯
頭
円
錐
形
柱
帽
を
持
つ
2
類
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
D
型
は
す
べ
て
円
錐
形
柱
帽
を

持
つ
の
で
、
流
派
と
柱
帽
と
の
関
係
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
皿
式
に
お
い
て
は
、
細
線
饗
餐
紋
派
は
口
縁
下
尖
葉
紋
を
共
に
飾
ら

な
い
の
に
対
し
、
太
線
襲
書
紋
派
は
尖
七
紋
や
稜
威
を
共
に
飾
る
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
反
面
、
B
型
に
お
い
て
は
尖
葉
紋
・
稜
脊
を
い
ず
れ

の
流
派
も
共
に
飾
っ
て
お
り
、
D
型
の
よ
う
な
区
別
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
B
型
・
D
型
に
共
通
し
て
、
細
線
饗
書
紋
を
飾
る
流
派
と
太
線

襲
餐
紋
を
飾
る
流
派
と
の
間
に
は
、
紋
様
帯
構
成
や
装
飾
の
区
別
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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ハ
3
）
細
（
図
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
鱗
は
、
腹
部
が
細
く
、
口
縁
や
脚
部
の
径
が
大
き
く
な
っ
て
全
体
の
綴
れ
が
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
太
短
い
型
式
と
細
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
型
式
と
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
R
二
〇
一
三
・
R
二
〇
　
七
・
R
～
〇
三
六
等
が
若
干
太
短
く
、
R
二
〇
〇
八
・
R
二
〇
〇
九
が

著
し
く
細
長
い
以
外
は
、
形
態
に
あ
ま
り
大
き
な
差
は
な
い
。
脚
部
の
紋
様
帯
が
上
下
に
拡
張
し
て
ゆ
く
様
相
や
、
圏
線
帯
が
狭
く
な
り
直
立

す
る
過
程
に
も
注
意
し
つ
つ
、
変
化
過
程
を
整
理
し
て
み
た
い
。

1
式
　
二
里
岡
期
最
終
段
階
と
同
様
、
脚
部
圏
線
帯
が
斜
傾
す
る
。
脚
部
紋
様
帯
は
狭
く
、
こ
の
部
分
に
は
饗
餐
紋
を
飾
ら
ず
に
鳥
紋
や
雷
紋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
飾
る
。
細
線
饗
手
絡
帯
を
持
つ
例
は
、
股
櫨
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
藁
誠
台
西
村
C
一
一
〇
例
の
よ
う
に
、
細
線
！
類
襲
餐
紋
を
飾

る
例
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
太
線
饗
餐
紋
を
飾
る
例
で
は
、
腹
部
紋
様
帯
が
狭
い
た
め
か
二
里
魚
期
b
1
類
・
b
2
類
に
似
た
単
純
な
形
の
馨

甕
紋
を
飾
っ
て
い
て
、
一
見
古
い
型
式
に
み
え
る
。
し
か
し
、
脚
部
の
替
紋
の
噛
前
方
に
つ
け
ら
れ
た
羽
根
の
形
状
は
、
股
櫨
期
の
太
線
1
類

襲
盤
紋
の
特
徴
を
持
つ
の
で
、
股
嘘
の
太
線
1
類
襲
餐
紋
に
併
行
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
R
一
〇
三
六
の
脚
部
型
持
が
三
個
で
あ
る
以
外
は
、
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型
持
が
二
個
、
鋳
型
の
合
せ
目
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

1
式
　
脚
部
適
意
帯
が
垂
直
に
近
く
、
脚
部
紋
様
帯
が
広
く
な
っ
て
、
長
鼻
の
獣
紋
を
飾
る
。
股
櫨
出
土
例
で
こ
の
型
式
に
あ
た
る
も
の
は
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ず
か
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
R
二
〇
〇
五
は
細
線
3
類
馨
饗
紋
を
飾
り
、
R
二
〇
＝
二
は
太
線
2
類
饗
餐
紋
を
飾
る
。
ま
た
、
R
二
〇
〇
五
は

脚
部
型
持
が
二
個
で
あ
る
が
、
R
二
〇
＝
二
は
型
持
が
三
個
あ
る
。

皿
式
　
脚
部
圏
線
帯
が
狭
く
、
こ
れ
に
対
応
し
て
脚
部
紋
様
帯
が
広
く
な
る
。
広
く
な
っ
た
部
分
を
埋
め
る
た
め
、
組
合
わ
せ
渦
紋
帯
を
脚
部

、－

ﾙ
唱

高不明高19．4cm　3』式高15．9cm　2』式LI式

野
禽

ど
び
コ
は
ド
か
　
　
ヒ
　
　
コ

え
ノ
　
ァ
ち
　
　
　
ぜ

藷
璽
懸
臨

雇．

j、

　　vzaRtWSY　　　懸夢　　　　「騨‘
4．IV式（古）　高24．3c皿5．IV式（新）　高27．4cm　6．　IV式（新）　高28．5cm

7』式＊　　高22．4crn　8．】V式（古）＊高23，4㎝9」V式（新）＊　高26．ユcm

　　　　　　　　　図5触の型式分類
　（1．小屯YM388：R2017，2．小藩YM331＝R2013，3．小屯YM
　238＝R2008，4．侯家庄HPKM1550　：R1037，5．侯家憲HP
　KM1400＝R1034，6．小屯M18＝8，7．小屯YM232　：R2005，
　8．小屯M18．4＝R2000，9，侯家庄H　P　KM1400　：R1032）
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紋
様
帯
上
下
に
飾
っ
て
い
る
。
ま
た
、
脚
部
端
の
垂
直
な
立
ち
上
が
り
部
が
確
立
す
る
。
輪
郭
饗
羅
紋
と
口
縁
下
門
葉
紋
を
飾
る
R
二
〇
〇
八

・
R
二
〇
〇
九
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

y
式
　
脚
部
紋
様
帯
が
ま
す
ま
す
広
く
な
り
、
脚
部
圏
線
帯
が
ほ
ぼ
垂
直
で
あ
る
。
脚
部
の
主
紋
帯
の
幅
を
広
げ
、
組
合
わ
せ
渦
紋
帯
は
そ
の

上
部
の
み
に
飾
る
。
細
線
3
類
（
新
）
襲
餐
紋
を
飾
る
も
の
は
若
葉
紋
や
藁
筆
を
飾
ら
な
い
が
、
輪
郭
襲
餐
紋
を
飾
る
も
の
は
四
葉
紋
と
接
心
を

飾
る
。
V
式
　
脚
部
綴
錦
帯
が
細
く
、
腹
部
や
頸
部
と
の
間
に
段
差
が
設
け
ら
れ
、
区
別
が
強
調
さ
れ
る
型
式
。
非
常
に
細
密
化
し
た
細
線
襲
璽
紋
を

飾
る
も
の
と
、
腹
部
に
倒
立
し
た
龍
、
腹
部
に
透
し
彫
り
や
輪
郭
表
現
の
顧
首
龍
を
飾
る
も
の
が
あ
る
。
婦
好
群
言
で
は
、
い
ず
れ
も
心
労
と

　
　
　
　
　
　
　
⑪

尖
葉
紋
を
共
に
飾
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
触
に
も
、
流
派
二
種
が
併
存
す
る
が
、
姐
式
以
降
は
太
線
派
は
輪
郭
顧
首
龍
を
飾
る
の
が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。
W
式
に

お
い
て
は
、
細
線
襲
呈
出
派
は
尖
葉
紋
や
稜
脊
を
飾
ら
な
い
と
い
う
約
束
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
V
式
に
あ
た
る
婦
好
漁
出
土
例
で
は
、
こ
の
約

束
は
く
ず
れ
て
し
ま
う
。
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（
4
）
尊
（
図
7
ー
ユ
～
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
戯
頭
有
肩
尊
A
型
と
頸
部
の
長
い
B
型
が
二
里
愚
答
か
ら
引
続
い
て
存
在
す
る
。
書
式
の
尊
の
特
微
は
、
す
べ
て
が
太
線
襲
餐
紋
を
飾
る
こ

と
で
あ
る
。
尊
の
紋
様
（
図
6
）
は
、
聾
の
紋
様
に
比
べ
る
と
画
面
が
大
き
い
た
め
か
、
全
般
的
に
複
雑
な
形
状
を
呈
す
る
。
し
か
し
、
襲
璽
紋

の
角
や
胴
体
内
部
に
表
わ
さ
れ
た
線
の
複
雑
さ
・
羽
根
の
形
状
等
を
比
べ
て
み
る
と
、
R
二
〇
五
九
・
R
二
〇
五
六
・
R
二
〇
五
八
の
繋
雲
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
聾
の
太
線
！
類
襲
慢
罵
に
近
く
、
R
二
〇
六
一
の
繋
甕
紋
は
、
聾
の
太
線
2
即
言
餐
紋
に
近
い
と
判
断
し
た
。
腹
部
が
底
部
に
向
か
っ
て
、

ま
る
み
を
も
っ
て
収
束
し
て
ゆ
く
も
の
か
ら
、
腹
部
側
面
が
直
線
的
で
傾
斜
の
少
な
い
も
の
へ
と
変
化
す
る
こ
と
、
脚
部
が
高
く
な
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
紋
様
帯
の
変
化
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
腹
部
が
垂
直
に
近
く
な
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る
と
、
紋
様
帯
も
歪
み
が
少
な
く
な
る
た
め
に
幅
広
く
拡
張
さ
れ
る
よ
う
で
、
腹
部
の
斑
紋
帯
が
拡
張
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
補
足
的
な
紋
様

帯
も
付
加
さ
れ
る
。
ま
た
、
脚
部
に
も
紋
様
帯
が
加
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
紋
様
帯
の
増
加
に
主
眼
を
お
い
て
型
式
分
類
を
行
な
い
、
紋
様
帯

の
特
徴
を
列
挙
す
る
。

A
型
－
式
　
肩
部
と
腹
部
の
二
郷
の
紋
様
帯
し
か
な
い
。
型
持
は
十
字
形
で
、
鋳
型
の
中
央
、
す
な
わ
ち
饗
餐
紋
の
正
面
に
あ
た
る
部
分
に
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

く
。
R
二
〇
五
九
は
二
里
岡
期
A
型
H
式
と
紋
様
・
器
形
が
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
底
部
は
、
ほ
ぼ
平
ら
で
あ
る
。

A
型
紙
式
　
脚
部
に
紋
様
帯
が
出
現
す
る
。
ま
た
、
腹
部
紋
様
帯
上
に
、
雲
雷
聯
帯
を
飾
る
例
が
あ
る
。
頸
部
と
肩
部
の
屈
曲
が
や
や
明
確
に

な
っ
て
、
頸
部
が
垂
直
に
近
く
立
ち
上
が
る
。
底
部
は
わ
ず
か
に
突
出
し
、
口
縁
端
面
が
幅
広
く
、
器
厚
が
厚
く
な
る
。
型
持
は
長
方
形
に
変

化
し
、
鋳
型
合
わ
せ
目
に
設
け
ら
れ
る
。
太
線
1
類
襲
餐
紋
を
飾
る
。

A
善
玉
式
　
頸
部
が
短
か
く
な
る
。
太
線
2
白
襲
餐
紋
を
飾
る
。
こ
の
型
式
に
属
す
る
R
二
〇
六
一
は
、
楽
部
に
立
体
的
に
聖
駕
を
鋳
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。

二里岡期b3類

繹
躍

纏羅懸　馴
騨

太線ユ類2

iiaifiiiiimpopllwtlgEEIgllg＄lglgEptSl
　　漕　　t

鑛翻．、
3 太線2類

4　　　　　　　　　　　　　　太線3類

　　　　隈6　尊の太線獲斑紋

（1．郷州白図荘M3，2小器YM333＝R2059，

3．小屯YM3881R2061，4．小屯YM331：
R2070）

B
型
－
式
　
肩
部
・
腹
部
に
二
帯
、
脚
部
に
一
帯
の
紋
様

帯
を
持
ち
、
腹
部
に
太
線
2
類
撫
養
紋
を
飾
る
。
お
そ
ら

く
別
鋳
さ
れ
た
犠
首
を
鋳
型
の
合
わ
せ
目
に
つ
け
た
R
二

〇
七
一
が
こ
の
型
式
に
相
当
す
る
。
型
持
は
十
字
形
で
、

鋳
型
合
わ
せ
扇
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
底
部
は
わ
ず
か
に

突
出
す
る
よ
う
で
あ
る
。
厚
い
稜
脊
を
持
つ
。

B
型
昼
式
　
紋
様
帯
構
成
は
1
式
と
同
様
で
あ
る
が
、
腹

部
に
太
線
3
縁
場
餐
紋
を
飾
る
。
口
縁
下
に
尖
葉
紋
を
飾

ら
な
い
R
二
〇
七
〇
は
車
首
の
内
面
が
凹
ん
で
お
り
、
内
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．
濯
鶏
醸

が～♂晶＿＿噺＿配威沸「

高24．4cm2尊A型皿式1．尊A型H式 尚24．Ocm

，y
汀

碑

紛騨

4．尊B型ll式 高34．lcm3．尊B型1藤 高47．5cm

5．甑1式　　　高17．4cm　　　6。音瓦ll式　　　高21．Ocm

　　　　　　図7　尊・甑の型式分類

（1．小謡YM331：R2058，2．小屯YM388　：R2061，

3．小屯YM331：R2071，4．小屯YM331＝R20701
5．小屯YM388：R2062，6．小糠YM232二R2067）
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萢
が
外
萢
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
同
時
鋳
と
考
え
ら
れ
る
が
、
子
葉
紋
を
飾
る
型
式
の
小
酌
北
M
一
八
1
1
四
の
白
首
は

別
鋳
法
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
脚
高
も
高
く
、
脚
に
も
稜
脊
を
つ
け
る
な
ど
、
新
し
い
特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
も
R
二
〇
七
〇
よ
り

新
し
い
段
階
の
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
型
持
は
方
形
で
あ
る
が
、
う
ち
二
二
の
み
が
内
外
に
貫
通
す
る
の
が
通
有
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、

相
互
に
固
定
し
た
外
萢
二
塊
と
他
の
外
萢
一
塊
と
の
境
に
型
持
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
萢
を
固
定
す
る
と
い
う
技
法
が
開
発
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
各
型
式
の
併
行
関
係
を
整
理
し
て
み
る
と
、
太
線
1
類
讐
餐
紋
を
飾
る
A
型
－
式
と
H
式
は
最
も
古
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
B
型



1
式
は
、
太
線
2
類
黒
黒
紋
を
飾
る
点
か
ら
、
A
記
臆
式
と
ほ
ぼ
併
行
す
る
と
考
え
る
。
黙
し
、
型
持
が
十
字
形
で
あ
る
点
や
紋
様
帯
構
成
が

A
型
H
式
と
同
じ
で
あ
る
点
は
、
古
い
特
微
を
残
し
て
い
る
の
で
、
A
型
姐
式
よ
り
若
干
古
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
B
型
皿
式
が
最
も

新
し
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
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（
5
）
額
（
図
7
－
5
・
6
）

　
甑
は
、
短
い
頸
部
に
米
差
帯
を
も
つ
点
や
器
の
全
体
の
形
が
尊
A
型
と
大
変
よ
く
似
て
い
て
、
尊
A
型
を
祖
型
と
し
て
成
立
し
た
野
壷
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
尊
A
型
同
様
に
肩
部
の
屈
曲
が
鋭
い
型
式
が
古
く
、
屈
曲
が
ま
る
い
型
式
ほ
ど
新
し
い
。
該
期
の
瓶
の
例
は
わ
ず
か

で
、
腹
部
に
馨
餐
紋
を
飾
る
も
の
と
雲
雷
乳
釘
紋
や
鉤
連
勢
紋
を
飾
る
例
が
あ
る
。
肩
総
の
屈
曲
が
明
瞭
な
も
の
を
1
式
、
屈
曲
が
不
明
瞭
で

ま
る
い
も
の
を
∬
式
と
す
る
と
、
1
式
に
あ
た
る
R
二
〇
六
二
は
雲
雷
乳
釘
紋
を
腹
部
に
飾
り
、
R
二
〇
六
一
尊
と
紋
様
が
酷
似
し
て
い
る
か

ら
、
薄
A
型
番
式
と
ほ
ぼ
併
行
す
る
と
考
え
る
。
E
式
に
は
、
太
線
3
弊
誌
餐
紋
を
飾
る
例
と
細
線
3
書
函
餐
紋
を
飾
る
例
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
に
も
尖
葉
紋
や
稜
脊
は
み
ら
れ
ず
、
流
派
に
よ
る
差
異
は
特
に
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
尊
B
型
H
式
と
併
行
す
る
紋
様
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ

し
く
尊
A
型
が
途
絶
え
る
時
期
に
あ
た
る
。
甑
は
尊
A
型
が
消
滅
す
る
時
期
に
現
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
尊
A
型
の
後
睾
型
式
で
あ
る
と
い
う

見
解
の
傍
証
と
も
な
ろ
う
。

　
（
6
）
鼎

　
鼎
は
数
種
類
の
円
鼎
と
方
骨
に
分
け
ら
れ
る
。
郭
宝
鈎
は
二
里
岡
沢
の
鼎
と
股
櫨
期
の
鼎
の
違
い
は
、
三
足
と
両
耳
の
位
置
関
係
の
違
い
に

　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

あ
る
と
指
摘
し
た
。
郭
と
リ
浮
鞭
ル
ト
や
諸
研
究
老
の
編
年
案
に
従
い
、
扁
形
愚
身
と
水
平
口
縁
を
持
つ
A
型
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

1
式
　
円
錐
形
空
足
を
持
ち
、
一
耳
が
一
足
の
上
に
つ
く
。
耳
脚
が
口
縁
の
外
側
に
偏
っ
て
つ
く
が
、
二
里
二
期
の
鼎
と
異
な
る
点
は
口
縁
外

方
に
段
を
設
け
な
い
点
で
あ
る
。
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⑱

H
式
　
円
錐
形
の
空
足
な
い
し
は
実
足
を
持
ち
、
両
耳
が
一
足
を
は
さ
む
位
置
に
つ
く
。
．
昔
風
の
幅
が
無
縁
幅
と
同
じ
で
あ
る
。

m
式
　
下
細
り
の
細
い
円
柱
状
の
足
を
持
ち
、
細
い
両
耳
を
持
つ
。
足
が
底
部
に
つ
け
ら
れ
る
の
で
、
腹
部
と
足
の
境
は
　
直
線
に
な
ら
な
い
。

口
熱
の
厚
さ
は
未
だ
薄
い
。
他
に
、
股
櫨
前
半
期
の
鼎
の
出
土
例
と
し
て
は
、
板
状
の
三
足
を
持
つ
B
型
、
頸
部
が
張
れ
斜
遣
す
る
口
縁
を
持

つ
E
型
、
口
置
が
斜
傾
し
深
い
腹
部
を
持
つ
F
型
、
嚢
状
の
分
猫
足
を
持
つ
隔
鼎
G
型
が
あ
る
が
、
そ
の
出
土
数
は
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
少
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

林
巳
奈
夫
は
、
特
に
A
型
を
器
形
上
の
特
徴
か
ら
さ
ら
に
数
種
類
の
「
型
」
に
分
類
し
て
い
る
。
紋
様
帯
や
飾
る
紋
様
の
種
類
に
は
、
若
干
の

約
束
が
認
め
ら
れ
、
例
え
ば
林
の
い
う
四
型
は
、
腹
部
全
面
に
饗
魚
紋
を
飾
る
、
股
櫨
後
半
期
に
ま
で
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
流
派
に
着
目

し
て
み
る
と
、
細
線
襲
継
漆
や
そ
れ
と
同
様
の
技
法
に
よ
る
紋
様
を
飾
る
も
の
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
右

記
の
腹
部
全
面
に
襲
餐
の
顔
面
を
飾
る
も
の
等
、
一
部
の
円
鼎
と
大
型
の
調
革
や
方
鼎
を
除
け
ば
、
愈
々
紋
を
飾
る
も
の
は
大
変
少
な
い
こ
と

も
特
漉
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
紋
様
に
関
し
て
の
特
徴
は
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
は
鼎
の
機
能
が
襲
羅
紋
の
持
つ
象
徴
的
な
意
味
を
必
要

と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
多
く
の
鼎
に
飾
ら
れ
る
幾
何
学
紋
や
動
物
紋
等
は
、
太
線
襲
足
紋

と
同
様
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
太
線
襲
甕
紋
と
互
換
的
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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（
7
）
　
各
器
種
の
併
行
関
係
と
分
期

　
前
項
ま
で
に
股
櫨
前
半
期
の
囲
碁
種
の
変
遷
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
各
型
式
の
併
行
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
青
銅

器
全
体
の
魚
期
を
試
み
、
ま
た
、
土
器
編
年
と
の
併
行
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
股
櫨
前
半
期
の
時
間
を
は
か
る
物
差
を

作
っ
て
み
た
い
。

　
紋
様
に
つ
い
て
は
、
輩
の
編
年
を
も
と
に
、

細
線
1
類
饗
餐
紋
1
1
太
線
1
類
襲
餐
紋
（
お
よ
び
同
様
の
特
微
を
持
つ
紋
様
）

細
線
2
類
・
3
類
（
古
）
襲
餐
紋
1
1
太
線
2
類
襲
餐
紋
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細
線
3
類
（
新
）
襲
甕
紋
匿
太
線
3
類
襲
鍵
紋

と
い
う
お
お
よ
そ
の
併
行
関
係
が
想
定
で
き
た
。
ま
ず
こ
の
併
行
関
係
を
軸
に
各
型
式
の
併
行
関
係
を
考
察
し
よ
う
。

　
第
一
に
、
太
線
1
類
獲
餐
紋
お
よ
び
細
線
－
類
饗
餐
紋
を
飾
る
型
式
に
は
、
爵
B
型
2
類
－
式
・
D
型
一
式
・
D
型
獲
式
、
聾
B
型
4
類
－

式
・
B
型
5
類
－
式
、
甑
－
式
、
尊
A
型
－
式
・
A
型
豆
式
が
あ
る
。
爵
D
型
や
尊
A
型
は
、
そ
の
中
に
新
旧
型
式
が
存
在
し
、
そ
の
古
段
階

に
あ
た
る
も
の
は
い
ず
れ
も
二
里
岡
期
最
終
段
階
の
も
の
と
近
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
瓢
に
も
、
二
里
岡
期
の
も
の
に
近
い
特
徴
を
持
つ
も

の
と
新
し
い
特
徴
を
持
つ
も
の
と
が
あ
る
。
明
確
に
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
資
料
数
が
増
加
す
れ
ば
、
さ
ら
に
時
期
を
細
分
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
、
太
線
2
類
襲
盤
紋
ま
た
は
細
線
2
類
・
3
類
（
古
）
饗
餐
紋
を
飾
る
型
式
に
は
、
爵
B
型
1
類
－
式
、
畢
B
型
4
類
H
式
・
B
型
5
類

H
式
、
楓
三
次
、
尊
A
型
置
式
・
B
型
一
式
、
甑
－
式
が
あ
る
。
爵
B
型
2
類
H
式
は
、
他
の
饗
餐
紋
と
の
併
行
関
係
の
判
断
し
に
く
い
輪
郭

襲
盤
紋
を
飾
る
が
、
前
項
で
述
べ
た
と
お
り
、
器
身
形
態
の
翠
微
か
ら
爵
B
型
1
類
－
式
と
併
行
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
型
式
と
併
行
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
太
線
3
類
ま
た
は
細
線
3
類
（
新
）
饗
餐
紋
を
飾
る
型
式
は
爵
B
型
玉
類
H
式
・
B
型
2
類
諸
式
・
D
型
皿
式
、
輩
B
型
4
類
葬
式
・
B
型
5

類
理
式
、
鼎
田
式
、
鱗
W
式
・
V
式
、
尊
B
型
H
式
、
黒
豆
式
や
馨
、
下
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
爵
D
型
皿
式
に
は
新
書
型
式
が
み
ら

れ
、
鱗
も
新
旧
の
二
型
式
が
あ
る
。
ま
た
爵
B
型
1
類
豆
式
・
2
類
島
式
も
紋
様
の
特
徴
か
ら
み
て
、
こ
の
新
型
式
と
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
婦
好
墓
の
出
土
例
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
新
型
式
は
い
ず
れ
も
レ
ー
ル
分
類
で
い
う
第
V
段
階
の
紋
様
を
飾

る
型
式
の
も
の
と
器
形
上
の
特
徴
が
良
く
似
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
後
の
時
期
に
併
行
す
る
も
の
と
考
え
、
こ
れ
ら
の
型
式
を
除
外
し
て
お
き

た
い
。
さ
て
、
こ
の
第
三
番
濱
の
時
期
に
は
、
組
合
わ
せ
渦
紋
帯
・
稜
脊
・
尖
羅
紋
が
多
く
の
四
種
の
い
く
つ
か
の
型
式
で
普
遍
的
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
瓢
懸
式
は
、
組
合
わ
せ
渦
紋
帯
や
尖
葉
紋
と
い
っ
た
、
新
し
い
要
素
を
持
つ
が
、
W
式
と
併
行
す
る
段
階
の
も
の
ほ
ど
定

型
化
し
た
特
微
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
前
段
階
と
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
意
趣
前
半
期
の
青
銅
器
は
、
お
よ
そ
、
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
第
二
番
爵
の
段
階
の
青
銅

器
は
、
各
面
種
馬
型
式
共
に
、
例
数
が
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
、
紋
様
嵐
体
も
、
第
一
番
藻
の
段
階
の
も
の
と
際
立
っ
た
変
化
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
一
つ
の
時
期
を
設
定
せ
ず
、
第
一
番
臼
と
第
二
番
倒
の
段
階
と
を
合
わ
せ
て
股
櫨
銅
一
期
と
称
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
古
段
階
・
新
段
階
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
番
屠
の
段
階
を
股
掌
銅
二
期
と
称
す
る
（
図
8
）
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
得
た
分
期
案
の
中
で
流
派
の
様
相
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
聾
・
爵
・
触
等
に
は
、
黄
櫨
銅
一
期
よ
り
細
線
派
・
太

線
派
の
両
流
派
が
み
ら
れ
、
爵
B
型
や
聾
B
型
で
は
柱
帽
の
形
の
違
い
と
両
派
の
違
い
と
に
対
応
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
他
の

器
種
で
は
こ
の
よ
う
に
顕
著
な
対
応
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
銅
一
期
新
段
階
か
ら
み
ら
れ
た
尖
葉
紋
と
二
里
岡
期
の
尊
8
型
に
既
に

み
ら
れ
た
稜
脊
は
、
銅
二
期
に
入
っ
て
か
ら
大
多
数
の
器
種
に
お
い
て
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
太
線
繋

餐
紋
ま
た
は
太
線
派
に
属
す
る
輪
郭
饗
蚕
包
を
飾
る
も
の
は
、
一
錦
の
例
外
を
除
い
て
尖
葉
紋
と
稜
脊
を
共
に
飾
っ
て
い
る
。
反
対
に
細
線
襲

餐
紋
を
飾
る
も
の
は
こ
れ
ら
の
装
飾
を
つ
け
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
事
実
は
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
紋
様
の
組
合
わ
せ
の
概
念
、
あ
る
い
は
林

の
「
流
派
」
の
概
念
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
流
派
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
次
に
土
器
編
年
と
の
併
行
関
係
を
考
察
し
、
青
銅
器
に
よ
っ
て
分
立
し
た
各
期
を
ど
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
の
中
で
捉
え
う
る
か
見
当
を
つ

け
て
お
き
た
い
。

　
殿
櫨
の
土
器
編
年
は
、
一
九
六
一
年
、
一
九
六
四
年
置
、
大
司
空
村
に
お
け
る
層
位
資
料
に
基
づ
き
四
つ
の
時
期
に
分
期
す
る
編
年
案
が
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

表
さ
れ
、
専
ら
流
布
し
て
い
る
。
大
司
空
一
期
は
一
九
六
　
年
の
発
表
で
下
層
の
資
料
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
司
空
二
期
は
、
一
九
六
二

年
の
出
土
資
料
を
も
と
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、
一
期
よ
り
後
の
段
階
で
あ
る
と
発
表
盗
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
土
器
の
図
を
比
較

し
て
み
る
と
、
　
一
期
と
二
期
の
区
別
は
明
確
と
は
い
え
な
い
。
　
一
方
、
股
嘘
出
土
の
土
器
は
、
解
放
の
前
後
を
通
し
て
出
土
し
た
資
料
全
体
を

み
て
も
二
里
墨
壷
の
最
終
段
階
の
土
器
と
の
問
に
型
式
差
が
あ
る
。
郷
衡
は
、
砂
面
期
の
土
器
を
七
組
四
期
に
分
期
す
る
編
年
案
を
発
表
す
る

と
共
に
、
二
里
岡
期
か
ら
股
櫨
期
へ
の
文
化
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
論
じ
て
お
り
、
そ
の
論
文
中
で
、
両
時
期
の
型
式
の
隔
た
り
を
埋
め
る
資
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料
と
し
て
、
刑
台
墨
演
庄
下
層
の
資
料
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
郷
衡
の
編
年
案
で
は
、
股
櫨
第
一
期
に
小
屯
出
土
の
土
器
を
あ
て
、
股
倉
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
期
に
大
司
空
一
期
・
二
期
の
土
器
を
含
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
罪
源
前
半
期
の
土
器
資
料
に
関
し
て
は
、
大
司
空
村
の
層
位
資
料
に
依
拠

し
た
編
年
案
よ
り
も
郷
衡
の
型
式
学
的
な
操
作
に
よ
る
編
年
案
の
方
が
明
解
で
あ
る
。
私
は
、
青
銅
器
と
同
様
、
郷
州
園
内
で
は
出
土
し
な
い

段
階
以
降
を
「
二
面
期
」
と
仮
に
称
し
、
郷
衡
の
提
唱
す
る
刑
台
曹
演
庄
下
層
に
併
行
す
る
型
式
の
土
器
を
「
股
櫨
陶
一
期
」
、
・
大
司
空
～
期

と
二
期
の
土
器
を
合
わ
せ
て
「
毅
嘘
陶
二
期
」
と
分
期
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
毅
櫨
陶
二
期
（
ほ
と
ん
ど
が
大
司
空
二
期
と
し
て
発
表
さ
れ

る
も
の
）
の
資
料
に
は
、
新
旧
の
差
が
漠
然
と
な
が
ら
存
在
す
る
よ
う
な
の
で
、
仮
に
古
段
階
、
新
段
階
と
称
す
る
。

　
さ
て
、
股
櫨
期
に
は
、
扇
・
籔
・
盤
・
爵
・
瓢
・
欝
・
壷
・
面
・
瓶
形
尊
・
堅
固
の
同
種
が
青
銅
器
・
土
器
共
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
青

銅
器
は
、
二
里
岡
後
半
期
以
来
、
土
器
と
は
離
れ
て
独
自
に
発
達
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、
相
互
に
影
響
関
係
の
み
ら
れ
る
器
種
は
非
常
に
少
な
い
。

股
櫨
前
半
期
に
限
っ
て
み
る
と
、
陶
二
期
に
出
現
す
る
陶
盤
の
器
形
や
紋
様
帯
の
区
切
り
方
が
銅
二
期
の
愚
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
同
時
期
か

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
陶
二
期
と
考
え
ら
れ
る
陶
甑
の
器
形
は
、
鋼
二
期
の
銅
甑
と
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
程

度
で
、
併
行
瀾
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
共
伴
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
（
表
2
）
。

　
銅
一
期
の
銅
器
の
み
を
副
葬
す
る
三
家
庄
M
三
は
、
土
器
の
副
葬
は
み
ら
れ
な
い
が
、
陶
一
期
の
墓
群
の
中
の
一
瓢
で
あ
る
と
い
う
。
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
、
概
ね
銅
一
期
は
陶
一
期
と
併
行
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
陶
二
期
の
古
段
階
の
土
器
を
取
尽
す
る
H
P
K
M
～
○
○
一
・
小
屯
南
H
一
三
・
五
九
武
官
M
一
で
は
、
銅
二
期
ま
で
の
青
銅
器
が

副
葬
さ
れ
て
お
り
、
陶
二
期
新
段
階
の
土
器
を
共
擁
す
る
股
塀
五
号
墓
（
婦
好
墓
）
・
小
屯
北
M
一
八
・
小
屯
北
M
一
七
・
旧
家
庄
A
W
B
M
二

五
九
・
大
司
空
S
K
M
五
三
九
・
大
司
空
S
K
M
一
五
七
等
で
は
、
銅
三
期
ま
で
の
青
銅
器
を
副
葬
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
銅
二
期
は
陶
二
期

と
ほ
ぼ
併
行
し
、
銅
三
期
は
陶
二
期
の
後
半
期
以
降
の
時
期
と
併
行
す
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
陶
二
期
の
土
器
は
、
甲
骨
一
二
一
期
（
武
丁
三
五
～
組
戸
期
）
の
甲
骨
と
共
伴
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
媒
介
に
銅
器
編
年
と
対
応
さ
せ

る
と
、
銅
二
期
か
ら
銅
三
期
に
か
け
て
が
甲
骨
一
・
二
期
に
絹
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
婦
好
墓
で
は
銅
二
期
か
ら
銅
三
期
へ
の
過
渡
的
様
相
を
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．
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　1参考二藁岐慧西M［4〕

期
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薩（陶

の併行関係 （縮尺　　声百：1／12，　輕皇1／36）

土器の共伴関係
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武官大墓
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盤，壷，自，聾D
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爵B2皿，

壁D，霊，
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＠
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銅

期

古
段
階

偽〆4

B21

爵

影
順
子

弓 ，　t）e｝，　．＃，．

開
叩

t

Bsl　t

鼎
　　熱

B41

　十（

鴫
野
、

新
段
階

銅
二
期

（＋）

Al

ノ
墨
♂
デ
か
1

翼
ダ
．
．

（参考　BIH’）　　D皿（古）電　〔参考＝D皿（新）

一
」き

　　　AM
図8　各器種

表2　青銅舞器と

銅　　器　　分　　期
遺　　構

銅一期　1銅二期　1銅三期以降
土器 文献

三家庄G1 聾B41＊，薦㍉

CAlr・AII
⑫

三家庄M3
螢…B4π＊，鼎A1∬，

G瞳？，爵D皿
⑬

YM333
爵C・DL聾B41＊・
a5L瓠1，鼎B（二
｢岡期か），尊AI，

CAI一 l
l

②　⑧

H　⑩
J

HPKM1488 爵D皿＊，肇…B4H，G1
②　⑧

J
YM33、隠？ど皇嗣｝　　　　　瓠皿，尊AH・BI

爵（方形），犀B4皿，

CF
②　⑧

H　⑩
J

YM388
爵DI＊，輩B51，
奄P・皿一，鼎Ar，
凾P，尊A皿

爵D皿㍉畳…B4皿＊，

ｩ一

鵬
ρ

・M・2・　1触1　　　1爵・r　　［　　1　1⑧⑪

右肩記号＊は細線壁饗紋，　⊇は流派不明，　一は獣紋帯のないもの
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持
つ
青
銅
器
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
甲
骨
分
期
と
の
併
行
関
係
の
想
定
に
は
、
矛
盾
は
な
い
。

　
毅
嘘
で
は
、
銅
一
期
の
青
銅
器
は
、
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
器
と
の
雷
雲
例
は
未
だ
な
い
。
小
屯
富
殿
区
出
土
土
器

中
に
は
・
股
極
量
期
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
土
器
も
含
ま
れ
て
い
る
⑫
出
壼
面
接
明
で
あ
り
・
ま
た
・
小
書
殿
区
以
外
の

地
区
で
は
陶
一
期
の
土
器
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
先
に
挙
げ
た
三
家
庄
遺
跡
は
、
股
櫨
の
中
で
も
小
屯
等
の
中
心
的
な
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

跡
か
ら
は
離
れ
た
位
置
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
股
謀
議
一
期
に
は
、
寒
湿
は
、
ま
だ
都
と
し
て
繁
栄
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
銅
一
期

の
青
銅
器
群
が
、
史
実
上
の
ど
の
帝
の
時
期
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
か
、
股
櫨
遷
都
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
か
遷
都
以
後
に
作
ら
れ
た
も
の
か

な
ど
の
問
題
は
、
今
後
の
資
料
の
…
増
加
を
待
っ
て
検
討
し
た
い
。
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①
　
第
一
無
気
⑤
前
掲
文
献
、
一
一
一
四
頁

②
　
李
済
「
記
小
屯
出
土
之
青
銅
器
」
（
上
）
（
『
中
國
考
古
学
報
』
繁
孟
冊
、
　
一
九

　
四
八
年
）
三
八
一
四
〇
頁

③
華
覚
明
・
漏
富
根
・
王
振
江
・
白
栄
金
「
婦
好
墓
青
銅
器
群
鋳
造
技
術
的
研

　
究
」
（
『
考
古
学
集
調
』
第
一
集
、
一
九
八
～
年
）
二
五
三
一
二
六
〇
頁

④
爵
に
は
平
面
形
が
方
形
を
呈
す
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ

　
な
か
っ
た
。

⑤
第
蹉
章
注
②
前
掲
文
献
、
並
九
…
四
工
頁
。
な
お
、
股
櫨
期
全
般
の
爵
に
関
し

　
て
は
、
藤
高
が
増
す
、
流
と
器
壁
の
な
す
角
度
が
大
き
く
な
る
等
の
指
摘
も
あ
る

　
が
、
股
擁
前
半
期
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
傾
向
は
顕
著
で
は
な
い
。
　
（
第
｝
章
注

　
⑥
前
掲
文
献
・
第
一
章
注
⑤
前
掲
文
献
二
一
二
頁
）

⑥
陳
芳
妹
「
従
考
古
資
料
論
青
銅
爵
風
格
発
展
的
主
要
趨
勢
」
（
『
故
宮
学
術
季

　
刊
』
第
四
巻
第
四
期
、
…
九
八
七
年
）
、
六
五
頁

⑦
第
三
章
注
②
前
掲
文
献
（
上
）
、
一
～
1
一
二
頁
・
第
蒐
皐
注
④
前
掲
文
献
、

　
五
三
一
五
五
頁
．
第
～
章
注
⑤
前
掲
文
献
、
二
二
三
頁
．
第
一
章
注
⑥
前
掲
文
献
、

　
四
九
頁

⑧
銘
互
皐
注
④
前
掲
文
献
、
五
三
－
翫
五
頁
・
第
霊
早
注
⑤
前
掲
文
献
、
ニ
工
三

　
頁
・
第
三
章
注
②
前
掲
文
献
、
五
二
…
五
四
百
ハ

⑨
河
北
省
文
物
研
究
所
編
『
藁
城
台
西
商
代
遺
祉
』
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一

　
九
八
五
年
、
～
二
八
頁
、
図
七
六

⑩
腹
部
の
饗
饗
紋
自
体
は
、
細
線
2
類
饗
饗
紋
・
太
線
2
類
饗
釜
紋
の
ど
ち
ら
と

　
も
醤
零
し
難
い
が
、
後
述
の
尊
A
型
壌
式
に
あ
た
る
R
二
〇
六
一
の
屑
部
の
紋
様

　
と
R
二
〇
一
三
の
脚
部
の
紋
様
が
大
変
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
太
線
2
類
饗
饗
紋

　
と
判
幽
し
た
。

⑪
　
輪
郭
艇
首
寵
を
飾
る
型
式
は
腹
部
に
太
線
派
の
表
現
方
法
に
よ
る
龍
紋
を
飾
る

　
の
で
、
太
線
派
に
含
め
る
。

⑫
　
第
～
｛
阜
注
⑤
晶
朋
絹
拘
文
…
献
、
　
二
一
六
頁

⑬
　
二
里
岡
…
期
b
3
類
饗
饗
紋
に
は
、
｛
炎
は
、
毅
櫨
太
線
1
類
饗
饗
紋
の
メ
ル
ク
マ

　
ー
ル
と
し
た
定
型
化
し
た
羽
根
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
辟
ザ
の
項
で
も
見
た
よ

　
う
に
毅
櫨
太
線
1
類
饗
饗
紋
は
、
二
里
岡
期
b
2
類
饗
添
紋
を
祖
型
と
す
る
紋
様

　
で
あ
り
、
聾
の
紋
様
に
比
べ
て
緩
雑
な
形
状
を
と
る
二
里
綱
期
b
3
類
饗
饗
紋
は
、

　
尊
の
大
画
面
を
埋
め
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
紋
様
で
あ
ろ
う
。
二
里
岡
期
b
3
類
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饗
饗
紋
は
、
股
櫨
出
土
の
R
二
〇
五
九
尊
の
紋
様
と
大
変
よ
く
似
て
お
り
、
文
中

　
で
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
紋
様
を
飾
る
郷
州
白
家
庄
C
八
M
三
尊
は
R
二
〇
五
九

　
尊
と
面
形
等
の
特
徴
も
極
め
て
近
い
。
こ
の
型
式
は
鄭
州
蕾
内
に
お
い
て
も
股
雄

　
に
お
い
て
も
一
点
ず
つ
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
C
八
M
三
尊
が
股
雄
期

　
の
も
の
で
あ
る
か
、
R
二
〇
五
九
尊
が
二
里
岡
期
か
ら
の
伝
世
品
で
あ
る
か
、
こ

　
の
紋
様
が
澗
時
期
に
ま
た
が
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
た
の
か
、
即
断
す
る
こ
と
は
で

　
き
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
二
里
岡
期
と
股
雛
期
の
境
を
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
か

　
と
い
う
問
題
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。
私
は
、
鄭
州
市
内
か
ら
発
見
さ
れ
る
青
鋸

　
器
（
明
ら
か
に
股
擁
期
以
降
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
除
く
）
は
、
基
本
的
に
二
盤

　
岡
期
に
含
め
て
考
え
た
い
の
で
、
R
二
〇
五
九
尊
は
、
樋
里
岡
期
か
ら
の
伝
世
品
、

　
も
し
く
は
股
櫨
期
の
最
も
古
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
。

⑭
　
た
だ
し
、
二
黒
岡
A
型
皿
式
に
あ
た
る
白
家
庄
C
八
M
三
出
土
尊
は
、
型
持
が

　
鋳
型
の
直
せ
目
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
「
初
盤
期
の
青
銅
舞
器
」
で
は
、
　
二
里
岡

　
期
の
尊
の
検
討
の
際
、
型
持
が
鋳
型
の
中
央
に
設
け
ら
れ
る
も
の
が
古
く
、
鋳
型

　
の
合
わ
せ
目
に
設
け
て
、
正
面
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
が
新
し
い

　
特
徴
で
あ
る
と
考
え
た
。

⑯
第
一
章
注
⑤
前
掲
文
献
、
二
二
二
頁

⑯
　
郭
宝
鈎
『
商
周
銅
器
群
綜
合
研
究
』
、
文
物
出
版
往
、
北
京
、
一
九
八
　
年
、

四
　
流
派
と
工
人
群

　
五
…
七
頁

⑰
第
…
章
注
⑦
前
掲
文
献
毛
．
卜
。
り
占
卜
。
．

⑱
円
錐
形
の
三
足
を
も
つ
R
二
〇
五
四
鼎
の
足
内
部
は
底
面
よ
り
　
㎝
程
中
空
で

　
あ
る
が
、
そ
の
先
に
は
銅
が
つ
ま
っ
て
い
る
。

⑲
第
；
早
注
⑤
前
掲
文
献
、
二
〇
二
頁
・
第
工
皐
注
⑦
前
掲
文
献

⑳
中
圏
科
学
院
考
古
研
究
所
安
陽
工
作
隊
コ
九
五
八
1
　
九
五
九
年
毅
蝶
発
掘

　
牌
画
報
」
（
『
出
乃
古
』
　
一
九
六
一
年
纂
二
期
）

　
　
中
岡
星
霜
学
院
考
古
研
廊
九
所
川
安
陽
工
作
隊
「
一
九
六
二
年
安
陽
大
司
弛
工
村
％
先
掘
縮
川

　
報
」
（
『
考
古
』
一
九
六
四
年
節
八
期
）

⑳
　
第
一
章
注
④
前
掲
文
献
、
六
二
…
六
三
頁
・
郷
衡
「
試
論
夏
文
化
」
（
『
夏
商
周

　
考
古
学
論
文
集
』
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
○
年
）

⑫
　
第
一
章
注
⑥
前
掲
文
献

⑱
　
中
困
科
学
院
考
古
研
究
所
安
陽
工
作
隊
二
九
七
三
年
安
陽
小
鼻
南
地
発
掘
簡

　
報
」
（
『
考
古
』
一
九
七
五
年
第
一
期
）

⑳
　
李
済
・
豊
作
賓
・
石
璋
如
・
荘
重
尋
『
小
面
第
三
本
　
股
擁
器
物
甲
編
　
陶
器

　
上
輯
』
中
園
考
古
報
街
集
之
二
、
台
北
、
一
九
五
六
年

⑳
　
中
園
祇
会
科
学
院
考
古
研
究
所
安
陽
工
作
隊
「
安
置
股
嘘
三
趣
意
東
浦
発
掘
」

　
（
『
考
古
』
一
九
八
三
年
第
二
期
）

こ
こ
で
は
、
前
章
か
ら
視
点
を
転
じ
て
、
流
派
と
他
の
要
素
の
相
関
関
係
や
鋳
型
の
分
析
を
通
し
て
、
青
銅
器
の
紋
様
に
よ
っ
て
分
類
し
た

流
派
の
違
い
と
は
、
青
銅
器
生
産
の
場
に
お
け
る
ど
の
よ
う
な
事
象
を
示
し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
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（
1
）
鋳
型
施
紋
法

　
第
二
章
に
お
け
る
検
討
に
よ
っ
て
、
細
線
襲
番
士
と
太
線
繋
家
紋
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
各
々
二
里
岡
期
の
a
類
と
b
類
を
祖
形
と
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
里
岡
期
の
a
類
・
b
類
は
、
各
々
鋳
型
直
接
施
紋
と
原
型
固
紋
と
い
う
施
紋
法
の
違
い
に
対
応
す
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
股
尊
慮
の
両
派
の
襲
掌
紋
の
表
現
も
、
鋳
型
無
紋
法
に
差
異
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
李
済
は
『
股
櫨
出
土
爵
形
青
銅
器
之
研
究
』
に
お
い
て
、
紋
様
を
製
作
方
法
に
よ
っ
て
六
種
類
に
分
け
、
こ
れ
を
も
と
に
紋
様
の
分
析
を
行

　
　
　
　
①

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
李
の
分
類
に
は
基
準
が
暖
昧
な
点
が
一
部
み
ら
れ
、
同
種
と
考
え
ら
れ
る
細
線
讐
餐
紋
を
異
な
っ
た
製
作
方
法
に
よ

る
と
す
る
等
の
矛
盾
点
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
第
二
章
に
あ
げ
た
紋
様
の
変
遷
過
程
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
鋳
型
施
紋
法
を
分
析
し
よ
う
。

　
鋳
型
直
接
施
紋
法
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
二
里
岡
期
の
a
類
襲
餐
紋
は
、
凸
に
な
る
部
分
が
細
く
て
先
端
が
尖
っ
て
お
り
、
反
対
に
凹
に
な

る
部
分
が
平
ら
で
幅
広
か
っ
た
。
ま
た
、
紋
様
を
飾
ら
な
い
部
分
の
器
身
面
と
紋
様
帯
部
分
の
凹
面
と
が
問
じ
高
さ
で
あ
る
等
の
特
微
が
あ
り
、

無
紋
の
原
型
を
使
っ
て
鋳
型
を
起
こ
し
た
後
に
、
紋
様
を
彫
り
こ
む
と
い
う
技
法
（
図
9
－
－
）
を
用
い
た
こ
と
が
容
易
に
判
断
で
き
た
。
一
方
、

原
型
書
紋
法
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
二
里
岡
三
b
類
魚
倉
紋
は
、
凸
部
が
幅
広
く
て
平
ら
で
あ
り
、
凹
部
は
U
字
形
・
V
字
形
の
断
面
を
呈
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鋳
型
に
お
い
て
は
凹
部
が
平
ら
で
幅
広
く
、
凸
部
が
U
字
形
・
V
字
形
に
突
出
し
て
い
た
わ
け
で
、
ち
ょ
う
ど
a
類

の
紋
様
の
状
態
と
同
じ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
鋳
型
を
起
こ
す
た
め
の
原
型
に
紋
様
を
彫
り
こ
ん
で
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
な
の
で
あ
る

（
図
9
…
2
）
。

　
と
こ
ろ
が
股
櫨
期
の
紋
様
は
、
早
い
段
階
か
ら
非
常
に
複
雑
化
す
る
と
同
時
に
、
細
か
い
線
が
増
加
す
る
の
で
、
紋
様
の
凹
部
・
凸
部
が
ほ

ぼ
同
じ
幅
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
製
品
に
お
け
る
凸
部
の
表
面
は
、
鋳
造
後
に
削
っ
た
り
研
磨
し
た
り
し
て
、
平
ら
に
整
え
た
可
能
性

が
あ
る
。
凹
部
に
は
、
手
を
加
え
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
、
鋳
上
が
り
の
状
態
を
比
較
的
よ
く
保
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は

紋
様
帯
部
分
が
錆
で
ふ
く
ら
ん
だ
青
銅
器
が
多
く
、
そ
の
観
察
に
よ
っ
て
線
の
断
面
形
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
よ
っ
て
、
凹
部
や

凸
部
の
幅
や
断
面
形
の
み
で
は
な
く
、
他
に
施
紋
法
の
判
断
基
準
と
な
る
要
素
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
原
型
な
い
し
は
鋳
型
に
は
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あ
ら
か
じ
め
下
絵
を
描
い
た
後
に
紋
様
を
彫
り
こ
ん
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
下
絵
こ
そ
が
工
人
の
意
識
上
の
デ
ザ
イ
ン
を
表
わ
す
は
ず

で
あ
る
。
そ
こ
で
便
宜
上
、
こ
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
ポ
ジ
（
℃
。
ω
導
く
Φ
）
紋
様
、
そ
の
残
り
の
部
分
を
ネ
ガ
（
ま
σ
q
p
¢
＜
①
）
紋
様
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
に
紋
様
帯
の
上
下
の
無
紋
の
部
分
と
の
区
画
の
線
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
無
紋
の
器
身
に
対
し
て
全
体
に
も
り
あ
が
っ
て
み
え
る
紋
様

帯
部
分
は
、
そ
の
上
下
に
区
画
の
螺
線
が
表
わ
さ
れ
、
凹
部
を
は
さ
ん
で
紋
様
の
凸
部
が
開
始
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
区
画
導
線

を
鋳
型
に
直
接
彫
り
こ
ん
だ
場
合
、
線
の
縁
が
真
直
に
な
る
よ
う
に
整
え
て
彫
る
の
が
通
常
な
の
で
鋳
型
直
接
鼻
紋
法
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た

紋
様
の
区
画
凸
線
は
、
縁
が
基
本
的
に
は
真
直
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
型
の
区
画
凸
線
と
紋
様
の
ポ
ジ
部
分
を
残
し
て
、
ネ
ガ
の
部
分

を
彫
り
く
ぼ
め
よ
う
と
し
た
場
合
、
区
画
凸
線
の
縁
が
紋
様
に
そ
っ
た
不
整
形
を
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
原
型
夢
合
法
に
よ
っ
て
つ
け
ら

れ
た
紋
様
に
も
、
こ
の
よ
う
な
区
画
凸
線
の
縁
の
乱
れ
が
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
（
図
9
i
5
）
。

　
第
二
に
、
線
の
連
続
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
板
に
線
を
表
わ
す
時
の
状
況
を
想
像
し
て
み
る
と
、
一
般
に
彫
り
こ
む
線
は
長
く
思
い

ど
お
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
思
い
ど
お
り
の
線
を
彫
り
残
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
組
合
わ
せ
渦
紋
は
、
C
字
形
の
双

頭
渦
紋
が
上
下
か
ら
絡
み
あ
う
紋
様
が
ポ
ジ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
図
9
1
3
の
瓢
の
頸
部
に
表
わ
さ
れ
た
紋
様
で
は
、
こ
れ
が
凹
部
に

よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
紋
様
は
、
彫
り
残
す
よ
り
も
彫
り
こ
む
こ
と
の
方
が
容
易
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ

の
場
合
、
鋳
型
に
ポ
ジ
紋
様
を
彫
り
残
し
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
原
型
に
ポ
ジ
紋
様
を
彫
り
こ
ん
で
、
鋳
型
を
起
こ
し
た
と
み
る
方
が
自
然
で

あ
る
。
図
9
－
5
の
東
京
国
立
博
物
館
蔵
T
J
四
四
三
九
學
の
細
線
3
類
（
新
）
粗
餐
紋
の
胴
体
は
｝
見
複
雑
に
見
え
る
が
、
凹
部
（
拓
本
で
白
く

出
て
い
る
部
分
）
に
着
目
す
る
と
、
前
方
よ
り
、
上
か
ら
巻
き
こ
む
渦
が
一
個
と
下
か
ら
巻
き
こ
む
渦
が
一
個
口
組
合
わ
さ
れ
て
、
胴
体
が
表
現

さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
反
対
に
凸
部
（
拓
本
で
黒
く
出
て
い
る
部
分
）
に
着
目
し
て
も
線
が
連
続
的
で
な
く
、
凹
線
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
紋
様

の
構
造
が
判
別
で
き
な
い
。
こ
の
紋
様
は
、
凹
の
紋
様
こ
そ
が
ポ
ジ
で
あ
り
、
や
は
り
原
型
に
ポ
ジ
紋
様
を
彫
り
こ
ん
だ
後
に
、
鋳
型
を
起
こ

し
た
と
み
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
例
に
み
た
と
お
り
、
連
続
的
で
紋
様
の
構
造
を
明
解
に
示
す
「
ポ
ジ
紋
様
」
を
表
現

し
た
線
が
凹
か
凸
か
に
よ
っ
て
、
原
型
施
紋
か
鋳
型
直
接
施
紋
か
を
判
断
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
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7

　
第
三
に
、
渦
紋
の
角
に
つ
け
ら
れ
る
小
突
起
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
渦
紋
は
一
般
に
角
ば
っ
た
形
に
描
か
れ
る
が
、
そ
の
四
隅
は
ま

る
み
を
持
っ
て
カ
ー
ブ
す
る
。
二
つ
の
渦
紋
が
接
す
る
と
き
、
角
の
部
分
は
紋
様
と
紋
様
の
間
に
隙
間
が
で
き
る
の
で
、
渦
紋
の
角
に
小
さ
な

突
起
を
つ
け
て
間
が
抜
け
た
紋
様
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
小
突
起
は
、
先
端
が
鋭
く
て
線
に
の
び
が
あ
り
、
あ
た
か

も
懊
形
文
字
の
ご
と
く
粘
土
を
工
具
で
は
ね
て
つ
け
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
原
型
や
鋳
型
に
彫
り
残
し
て
つ
け
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
突
起
が
凸
に
な
る
も
の
は
、
鋳
型
直
接
施
紋
で
あ
り
、
凹
に
な
る
も
の
は
原
型
施
紋
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
お
よ
び
凹
部
・
凸
部
の
状
態
に
注
意
し
て
、
主
に
輩
の
紋
様
部
分
を
観
察
し
た
。

　
R
二
〇
四
四
聾
の
細
線
1
類
饗
甕
紋
は
、
凸
線
が
全
般
に
連
続
的
で
二
里
岡
期
a
3
類
の
構
造
を
よ
く
受
け
継
い
で
お
り
、
凸
部
の
幅
（
約

一
㎜
）
が
凹
部
の
幅
（
一
・
二
皿
）
よ
り
や
や
狭
い
た
め
、
鋳
型
直
接
施
紋
法
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。
R
二
〇
三
八
（
図
9
1
6
）
・
R
二
〇

四
二
畳
の
細
線
2
類
饗
餐
紋
の
上
下
区
画
線
の
縁
は
紋
様
に
そ
っ
て
ジ
グ
ザ
グ
状
を
呈
す
る
部
分
が
あ
り
、
誓
餐
紋
の
胴
体
の
最
前
部
の
渦
紋
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は
、
凹
部
が
後
方
へ
長
く
の
び
る
な
ど
連
続
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
凸
部
は
連
続
的
で
な
い
。
ま
た
、
渦
紋
の
角
の
小
突
起
は
凹
で
表
わ
さ

れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
原
型
罵
言
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
細
線
3
類
（
古
）
に
属
す
る
R
二
〇
四
六
聾
の
襲
餐
紋
は
、
凸
部
幅
が

○
・
五
㎜
以
下
と
非
常
に
細
く
て
断
繭
も
先
端
が
尖
る
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
凹
部
の
幅
は
○
・
五
～
一
㎜
あ
り
、
紋
様
も
凸
部
が
連
続
的

で
、
上
下
区
画
線
が
、
直
線
的
な
細
い
甲
線
で
あ
る
な
ど
の
点
か
ら
鋳
型
直
接
施
紋
と
考
え
ら
れ
る
。
同
段
階
の
紋
様
を
飾
る
R
二
〇
〇
五
甑

の
襲
縮
織
（
図
9
…
4
）
も
ま
た
、
凸
部
が
連
続
的
で
、
紋
様
の
構
造
を
明
確
に
表
わ
す
点
や
小
突
起
が
凸
で
あ
る
点
か
ら
、
鋳
型
直
接
叢
叢
と

考
え
ら
れ
る
。
細
線
3
類
襲
餐
紋
を
飾
る
東
博
所
蔵
馨
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
凹
部
が
連
続
的
で
ポ
ジ
紋
様
を
表
わ
す
点
や
、
小
突
起
が
凹
で

あ
る
点
か
ら
、
原
型
施
紋
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
器
は
、
非
常
に
鋳
上
が
り
や
保
存
状
態
が
よ
く
て
ほ
と
ん
ど
錆
が
な
い
た
め
、

紋
様
部
分
の
状
態
が
わ
か
り
や
す
い
。
そ
の
観
察
に
よ
る
と
、
凹
部
の
幅
が
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
凸
部
の
幅
は
一
定
で
な
く
、
凹
線
よ

り
全
般
に
や
や
太
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
原
型
施
紋
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
R
二
〇
三
七
野
も
、
同
様
に
原
型
施
工
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
よ
り
、
細
線
！
類
饗
龍
紋
は
、
当
初
鋳
型
直
接
施
紋
法
を
用
い
て
い
た
が
、
漸
移
的
に
原
型
施
紋
法
を
取
り
入
れ
、
最
終
的
に
は
す
べ

て
原
型
施
紋
法
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
、
R
二
〇
四
七
聾
の
太
線
－
類
襲
餐
紋
は
、
凸
部
の
幅
が
太
い
点
や
、
馨
餐
紋
胴
体
な
ど
の
各
部
分
は
凹
部
が
連
続
的
な
点
は
二
里
岡

期
b
2
類
饗
五
加
と
同
様
で
あ
り
、
原
型
施
紋
と
考
え
ら
れ
る
。
R
二
〇
四
五
聾
の
太
線
2
類
襲
餐
紋
も
ま
た
、
小
突
起
が
凸
で
表
わ
さ
れ
る

点
か
ら
、
ま
た
、
R
二
〇
＝
二
鱗
の
紋
様
は
凸
部
が
連
続
的
で
あ
る
点
や
上
下
区
画
線
の
縁
が
紋
様
に
そ
っ
て
ジ
グ
ザ
グ
状
を
呈
す
る
部
分
が

あ
る
点
か
ら
、
原
型
施
紋
で
あ
ろ
う
。

　
太
線
3
類
饗
甕
紋
は
、
主
由
仁
の
幅
が
広
く
、
そ
の
上
に
、
細
い
凹
部
で
渦
紋
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
地
紋
の
渦
紋
は
凹
部
が
広

く
て
平
ら
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
凸
部
が
細
く
、
断
面
は
頂
点
が
尖
る
（
図
9
1
7
）
。
よ
っ
て
、
原
型
に
彫
り
残
さ
れ
た
主
意
の
上
に
渦
紋
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

表
わ
し
、
鋳
型
を
起
こ
し
て
か
ら
そ
の
鋳
型
に
地
紋
を
彫
り
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
、
太
線
総
覧
紋
は
、
当
初
原
型
施
紋
法
を
用
い
て
つ
け
ら
れ
た
が
、
3
類
の
段
階
に
な
っ
て
、
原
型
施
紋
法
と
鋳
型
直
接
風
紋
法
を
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③

併
用
し
て
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
輪
郭
饗
餐
紋
も
ま
た
、
太
線
3
類
襲
激
烈
と
同
様
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
輪
郭
部
分
の
太
い
導
線
は
原
型
に
彫
り
残
し

た
も
の
で
、
鋳
型
を
起
こ
し
た
後
に
周
囲
の
細
か
い
紋
様
を
鋳
型
に
彫
り
こ
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
雲
雷
螺
釘
紋
や
鉤
笑
顔
紋
も
同
様
で
、
斜
格

子
や
雲
雷
の
主
紋
は
鋳
型
の
合
わ
せ
目
を
超
え
て
連
続
す
る
か
ら
、
原
型
に
彫
り
こ
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
細
か
い
地
紋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

部
分
は
鋳
型
の
合
わ
せ
目
を
境
に
不
連
続
で
あ
る
か
ら
、
分
割
さ
れ
た
後
の
鋳
型
に
直
接
彫
り
こ
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
2
）
　
流
派
と
鋳
造
技
術

　
二
里
岡
期
a
2
・
a
3
黒
米
餐
紋
を
飾
る
野
は
、
盤
の
内
側
の
活
線
が
整
の
中
心
軸
に
対
応
す
る
位
置
に
一
本
し
か
な
く
、
こ
の
部
分
ま
で

紋
様
が
連
続
し
て
い
る
（
図
1
0
1
1
）
。
一
方
、
二
里
出
血
b
2
類
襲
甕
紋
や
股
櫨
期
太
線
1
・
2
類
饗
餐
紋
を
飾
る
聾
に
は
、
霊
の
内
側
の
萢

線
が
や
は
り
一
本
し
か
な
い
が
、
藥
の
直
下
に
は
、
塞
と
同
母
分
、
紋
様
が
な
く
（
図
1
0
－
2
）
、
時
に
は
粘
土
を
こ
す
り
つ
け
た
よ
う
な
擦
痕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
銅
器
の
表
面
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
二
里
滅
期
a
2
類
・
a
3
錯
愕
餐
紋
を
飾
る
聾
は
、
塁
の
つ
い
た
原
型
か
ら
鋳
型
を
起
こ
し
た
後

に
こ
の
鋳
型
に
紋
様
を
彫
り
こ
む
か
ら
、
鑑
の
内
側
の
部
分
に
も
紋
様
が
途
切
れ
な
く
彫
り
こ
ま
れ
（
図
1
0
－
3
）
、
そ
の
紋
様
が
損
わ
れ
る
こ

と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
二
里
最
期
b
2
類
饗
餐
紋
や
丁
丁
期
太
線
1
・
2
載
量
盤
紋
を
飾
る
聾
の
零
下
の
紋
様
が
途
切
れ
る
の
は
、

鑑
の
内
側
に
紋
様
を
彫
り
こ
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
に
こ
の
部
分
ま
で
紋
様
を
つ
け
な
か
っ
た
、
な
ど
の
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
股
櫨
期
細
線
襲
餐
紋
を
飾
る
聾
の
ほ
と
ん
ど
は
、
盗
の
下
に
も
紋
様
が
連
続
す
る
。
鋳
型
直
接
数
紋
と
考
え
ら
れ
る
細
線
！
類
饗
甕
紋

を
飾
る
畢
に
つ
い
て
は
二
里
寒
期
a
3
類
と
同
様
の
解
釈
が
成
立
つ
と
し
て
も
、
原
型
施
紋
と
考
え
ら
れ
る
細
線
2
類
・
3
類
（
新
）
お
よ
び
太

線
3
類
襲
餐
紋
を
飾
る
野
に
つ
い
て
は
、
原
型
に
紋
様
を
彫
り
こ
ん
で
か
ら
墾
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
技
術
改
良
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
。
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

　
二
里
岡
三
の
野
や
爵
・
鼎
等
は
、
配
慮
内
部
に
段
を
つ
け
る
も
の
が
多
い
。
特
に
聾
に
は
必
ず
こ
の
段
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
段
は
、
口
縁
部
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塗

餐

　
　
　
　
　
　
～
煽
．

　　

@　
@　

繊
轟

瀞

i難凝欝欝
　図10輩墾内側の紋様

籔
嫉

萢

図11触の型持の位置模式図

の
補
強
の
た
め
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
な
ど
の
説
が
あ
る
。
股
三
期
の
聾
で
は
こ
の
段
は
通
常
み
ら
れ
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
太
線
1
類
．

2
類
襲
娑
紋
を
飾
る
銅
一
期
の
聾
に
は
、
こ
の
段
が
非
常
に
薄
く
で
は
あ
る
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
股
櫨
銅
一
期
に
は
太
線

誓
餐
紋
を
飾
る
聾
の
み
に
、
二
里
岡
期
の
遺
制
が
残
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
股
嘘
銅
一
期
ま
で
の
畢
に
は
、
流
派
に
よ
っ
て
若
干
の
技
法
上
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。

　
次
に
、
二
里
岡
寺
の
飢
は
、
a
類
紋
様
を
飾
る
も
の
が
鋳
型
合
わ
せ
目
に
計
二
個
の
型
持
を
設
け
る
（
図
1
1
1
1
）
の
に
対
し
て
、
b
類
紋
様

を
飾
る
も
の
が
計
三
個
の
型
持
を
用
い
て
鋳
造
す
る
（
図
1
1
1
2
）
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
、
般
嘘
期
の
触
は
、
通
常
、
二
個
の
型
持
が

鋳
型
の
合
わ
せ
目
に
設
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
太
線
聖
餐
紋
を
飾
る
1
式
と
豆
式
の
中
に
は
各
々
、
三
個
の
型
持
を
用
い
る
例
が
わ
ず
か
な
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が
ら
あ
る
。
二
里
岡
期
の
傾
向
と
ま
と
め
て
解
釈
す
る
と
、
二
里
岡
期
以
来
細
線
派
と
太
線
派
の
技
法
は
異
な
っ
て
い
た
が
、

て
か
ら
細
線
派
の
技
法
に
徐
々
に
統
一
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
状
況
が
復
元
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　　　　股

　　　　　櫨

　　　　　期

　　　　　に

　　　　　入

　　　　　つ
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（
3
）
　
流
派
と
工
人
群

　
以
上
の
分
析
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
　
紋
様
表
現
や
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
流
派
が
、
各
器
種
を
超
え
て
存
在
す
る
。

②
　
聾
や
爵
は
、
器
形
や
塁
塞
形
態
の
異
な
る
複
数
の
小
形
式
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
流
派
の
違
い
に
も
対
応
す
る
。

③
　
股
下
銅
二
期
以
降
、
尖
葉
紋
や
稜
脊
が
飾
ら
れ
る
器
が
非
常
に
増
加
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
飾
る
、
飾
ら
な
い
と
い
う
約
束
が
流
派
に
よ
っ

　
て
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
全
般
に
細
線
饗
餐
紋
派
は
尖
母
上
と
稜
脊
を
飾
ら
ず
、
太
線
鋸
盤
紋
派
は
こ
れ
ら
を
飾
る
と
い
う
傾
向

　
が
あ
る
。

④
各
流
派
は
、
二
里
岡
期
の
施
紋
法
の
異
な
る
二
種
類
の
紋
様
群
か
ら
各
々
連
続
的
に
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
画
期
期
の
初
期
段
階
に
は

　
こ
れ
ら
の
施
紋
法
の
差
異
が
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
股
嘘
銅
二
期
以
降
に
も
羅
紋
法
が
再
度
分
化
す
る
。

⑤
　
二
里
岡
期
か
ら
墨
型
期
に
か
け
て
の
時
期
に
流
派
に
よ
っ
て
、
鋳
型
構
造
や
製
作
法
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
流
派
と
は
、
単
に
紋
様
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
群
で
あ
る
ぽ
か
り
で
は
な
く
、
元
来
傘
形
や
鋳
型
構
造
・
施
紋
法
な
ど
製
作
工

程
全
般
に
か
か
わ
る
差
異
を
持
つ
青
銅
器
群
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
群
は
、
そ
れ
を
製
作
し

た
工
人
群
の
差
異
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
傍
証
を
得
る
た
め
に
、
出
土
鋳
型
を
介
し
て
遺
構

と
の
対
応
関
係
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
戦
前
に
行
な
わ
れ
た
股
櫨
の
小
繋
村
童
北
部
の
宮
殿
区
の
発
掘
で
は
、
宮
殿
建
築
遺
構
の
下
か
ら
灰
坑
等
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
の
数
基
か
ら
は
、
鋳
型
や
銅
溶
等
、
青
銅
器
生
産
に
か
か
わ
る
遺
物
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
青
銅
器
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⑦

工
房
ま
た
は
青
銅
器
生
産
に
か
か
わ
る
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
区
宮
殿
靴
の
下
層
で
発
見
さ
れ
た
灰
坑
Y
H
O
四
二
で
は
、
銅
二
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
あ
た
る
青
銅
器
の
鋳
型
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
台
湾
所
在
の
整
理
中
の
出
土
鋳
型
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
胎
土
や
焼
成
具
合
、
色
調
等
は

相
互
に
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
出
土
し
た
爵
・
触
の
鋳
型
に
は
、
す
べ
て
照
葉
紋
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
野
や
尊
の
も
の
と

み
ら
れ
る
大
型
の
鋳
型
は
、
判
別
で
き
る
も
の
に
は
す
べ
て
太
線
饗
餐
紋
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
Y
H
O
四
二
は
、

股
嘘
銅
二
期
の
太
線
襲
餐
紋
派
の
工
房
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
　
一
方
、
　
一
九
二
九
年
の
発
掘
で
は
、
「
横
十
一
丙
ト
レ
ン
チ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
、
炭
や
銅
澄
・
鋳
型
等
が
か
な
り
出
土
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
こ
の
地
点
に
も
工
房
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
時
出
土
し
た

鋳
型
の
報
告
例
は
管
見
に
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
無
の
鋳
型
た
だ
一
点
し
か
な
い
が
、
そ
の
鋳
型
に
は
細
線
3
類
饗
黒
影
が
表
わ
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
か
も
他
の
灰
坑
で
出
土
し
た
鋳
型
に
比
べ
て
胎
土
が
精
緻
で
色
調
も
異
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
発
掘
区
の
図
を
総
合
す
る
と
、
Y
H
O
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
横
十
一
丙
ト
レ
ン
チ
の
工
房
と
は
、
五
十
～
六
十
m
離
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
資
料
数
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
細

線
饗
餐
紋
派
の
青
銅
器
と
太
線
襲
餐
紋
派
の
青
銅
羅
は
異
な
っ
た
工
房
で
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
二
里
岡
期
に
お
け
る
流
派
が
別
々
の
工
房
を
営
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
、
鄭
州
市
内
の
鋳
造
工
房
肚
出
土
の
鋳
型
の
詳
細
な
報
告
が
行
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
て
い
な
い
の
で
確
認
で
き
ず
、
ま
し
て
、
股
嘘
銅
一
期
に
あ
た
る
青
銅
器
鋳
造
工
房
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
右
記
の
様
な
推
測

が
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
資
料
の
増
加
を
待
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

①
　
皆
済
・
万
嘉
保
『
古
器
物
研
究
専
釜
山
一
本
　
般
櫨
出
土
青
銅
瓢
形
器
之
研

　
究
』
・
甲
国
【
考
古
報
北
淵
集
新
編
、
南
港
、
　
一
九
六
四
廊
＋
、
　
六
九
i
七
四
［
蟹
田

②
R
二
〇
四
七
聾
や
R
二
〇
四
五
畢
な
ど
、
円
圏
紋
を
紋
様
帯
の
上
下
に
施
す
も

　
の
が
あ
る
。
円
圏
紋
は
管
状
の
工
具
を
鋳
型
に
押
捺
し
て
つ
け
た
紋
様
と
考
え
ら

　
れ
る
が
、
原
型
か
ら
鋳
型
を
起
こ
す
場
合
、
鋳
型
の
粘
土
が
乾
燥
し
て
就
く
な
つ

　
て
か
ら
原
型
か
ら
は
ず
す
と
す
る
と
、
工
具
を
阿
転
さ
せ
ず
に
鋳
型
に
押
捺
す
る

　
こ
と
は
雄
蕊
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
円
圏
紋
の
部
分
を
観
察
し

　
て
も
、
正
円
形
で
あ
る
も
の
は
な
く
工
具
を
回
転
さ
せ
た
痕
跡
は
見
当
ら
な
い
。

　
ま
た
、
円
蝦
鯛
の
部
分
に
は
後
か
ら
粘
土
を
貼
り
足
し
た
痕
跡
も
み
ら
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
羅
が
原
型
施
紋
で
あ
る
と
す
る
場
合
、
円
斑
紋
の
斑
紋
法
は
今
後
検
討

　
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

③
第
2
章
注
①
前
掲
文
献
や
悼
’

④
　
地
紋
が
連
続
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
つ
の
鋳
型
の
う
ち
二
つ
を
先
に

　
あ
わ
せ
て
か
ら
紋
様
を
彫
り
こ
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
二
里
岡
期
の
輩
は
、
当
初
婆
の
門
島
と
対
応
す
る
位
置
に
二
本
の
萢
線
が
あ
る

　
か
ら
、
爵
同
様
に
鑑
の
内
側
に
独
立
し
た
内
達
が
設
け
ら
れ
て
、
鋳
造
さ
れ
て
い
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た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
技
法
は
ほ
ど
な
く
鋳
型
と
窒
の
内
藤
が
一
体
化
し
た
技

　
法
に
お
き
か
わ
る
よ
う
で
あ
る
。

⑥
細
線
3
類
（
古
）
饗
饗
紋
を
飾
る
聾
と
輪
郭
饗
表
紋
を
飾
る
輩
の
努
下
に
は
三

　
本
の
萢
線
が
あ
り
、
紋
様
が
途
切
れ
る
（
図
1
0
…
4
）
。
　
こ
れ
ら
は
、
二
里
岡
期

　
b
類
と
同
様
な
技
法
に
よ
る
。
ま
た
、
忍
男
銅
二
期
以
降
に
み
ら
れ
る
早
引
を
飾

　
る
部
厚
い
塁
は
、
別
憲
法
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
斎
忌
に
紋

　
様
が
連
続
す
る
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
。

⑦
石
璋
如
鯛
小
屯
第
二
本
選
祉
的
発
現
与
発
掘
乙
編
建
築
遺
存
』
巾
岡
考
古

　
報
告
集
之
二
、
台
北
、
一
九
五
九
年
、
七
五
頁

⑧
　
第
四
章
注
①
前
掲
文
献
お
よ
び
李
済
・
万
家
保
『
古
器
物
研
究
専
刊
策
二
本

　
毅
櫨
出
土
青
銅
川
爵
形
器
之
研
捌
究
』
・
甲
園
考
古
報
…
な
ロ
集
新
例
禰
、
南
港
、
　
一
九
山
ハ
ぬ
ハ
年

⑨
予
選
「
民
圏
十
八
年
秋
季
発
掘
毅
櫨
之
経
過
及
其
重
要
発
現
」
（
『
書
蹟
発
掘
報

　
告
』
第
二
期
、
一
九
三
〇
年
）
二
四
〇
一
二
四
一
頁

⑩
　
策
四
章
注
①
前
掲
文
献
、
五
六
頁
お
よ
び
図
版
西
穴
－
八

⑭
　
小
鮎
村
か
ら
離
れ
た
墨
家
盛
期
地
遺
跡
で
も
細
線
貴
男
紋
の
表
わ
さ
れ
た
鋳
型

　
が
出
土
し
て
い
る
。
報
告
の
写
真
中
の
鋳
型
に
は
、
尖
葉
紋
が
表
わ
さ
れ
た
爵
の

　
鋳
型
と
共
に
羽
根
が
退
化
し
て
ル
ジ
メ
ン
ト
化
し
た
細
線
饗
饗
紋
を
飾
る
触
の
鋳

　
型
が
含
ま
れ
て
い
る
（
趙
霞
光
「
安
陽
西
郊
無
謬
代
文
化
遺
肚
」
（
『
文
物
参
考
資

　
料
』
　
九
五
八
年
三
～
二
期
）
）
。
こ
れ
ら
の
鋳
型
は
、
銅
三
期
よ
り
新
し
い
と
思

　
わ
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
す
る
。
な
お
、
カ
ー
ル
ペ
ッ
ク
が
紹

　
介
し
た
鋳
型
の
収
集
品
に
は
、
太
線
饗
髪
紋
派
の
鋳
型
と
共
に
細
線
3
類
饗
髭
勝

　
の
爵
や
触
の
鋳
型
が
含
ま
れ
て
い
る
。
北
京
の
骨
董
屋
で
一
括
し
て
購
入
し
た
の

　
で
、
繊
土
地
は
同
一
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、
出
土
遺
構
が
同
～
で
あ
る

　
と
は
限
ら
な
い
。
（
○
．
撒
く
薗
門
一
σ
O
O
冒
、
〉
契
雪
σ
Q
諸
。
巳
二
ρ
ヒ
。
ミ
ミ
貯
＆
§
§
軸
§

　
ミ
、
ミ
向
翁
R
§
誠
ミ
鶯
ミ
§
恥
讐
Z
o
．
メ
一
Φ
ω
伊
）

⑫
　
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
第
一
隊
「
鄭
州
累
代
遺
祉
的
発
掘
」
（
『
考
古
学

　
報
』
一
九
五
七
年
第
一
期
）
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五
　
結

舌五
口臼

　
股
櫨
前
半
期
は
青
銅
器
が
大
き
く
発
展
す
る
時
期
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
青
銅
器
の
総
合
的
か
つ
細
か
い
編
年
は
充
分
に
は
行
な
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
今
回
紋
様
表
現
の
異
な
る
二
つ
の
流
派
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
器
形
の
変
化
の
過
程
と
対
応

さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
細
か
い
編
年
案
を
組
み
立
て
、
二
里
岡
期
か
ら
の
編
年
案
に
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
さ
ら
に
、
流

派
に
よ
っ
て
、
施
紋
方
法
が
異
な
る
こ
と
、
鋳
型
構
造
等
に
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
異
な
る
工
房
が
営
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
流
派
の
差
異
は
工
人
群
の
差
異
に
対
応
す
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
股
響
銅
二
期
の
工
房
の
状
況
を
ふ
ま
え
若
干
の
推
量
を
含
め
て
復
元
し
て
み
る
と
、
都
の
中
に
大
き
く
二
つ
の
工
人
群
が
存
在
し
、

各
々
の
技
術
や
伝
統
を
固
守
し
つ
つ
青
銅
器
製
作
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
工
人
群
は
宮
殿
区
の
中
枢
部
に
ご
く
近
い
場
断
で
各
々
の
工



股櫨前半期の青銅鼻器の編年と流派の認識（難波）

房
を
営
ん
で
い
た
、
と
い
う
当
時
の
青
銅
器
生
産
の
状
況
が
浮
び
上
が
る
。
但
し
こ
れ
ら
の
工
人
群
は
決
し
て
排
他
的
な
も
の
で
は
な
く
、
鋳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

造
技
術
や
器
形
等
の
変
化
の
過
程
は
、
両
流
派
共
に
共
通
す
る
部
分
が
大
き
い
か
ら
、
桐
互
に
交
流
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
王
朝
に
よ
る
青
銅
器
の
生
産
機
構
の
支
配
状
況
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
両
派
と
も
、
都
の
中
枢
部
に
工
房
が
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
王
朝
の
支
配
力
が
強
く
及
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
王
朝
と
二
つ
の
流
派
が
ど
の
様
な
関
係
に
あ
っ

た
か
を
考
え
る
上
で
、
青
銅
器
に
つ
け
ら
れ
る
銘
文
と
流
派
と
の
相
関
関
係
や
出
土
墓
ご
と
に
流
派
の
偏
向
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
興
味
深
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

今
の
と
こ
ろ
股
碁
勢
二
期
以
前
の
青
銅
器
で
銘
文
を
持
つ
も
の
は
非
常
に
数
が
少
な
く
、
充
分
な
分
析
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
小
屯
の
中
小
墓
や
西
北
岡
の
王
陵
で
も
遺
構
ご
と
に
特
に
偏
向
性
は
み
ら
れ
ず
、
流
派
に
特
に
優
劣
は
な
く
て
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
た
よ

う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
細
線
獲
餐
紋
を
飾
る
尊
は
A
・
B
型
共
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
あ
る
程
度
独
占
的
に
製

作
す
る
器
種
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
二
里
岡
銅
三
期
よ
り
股
嘘
前
半
期
ま
で
、
青
銅
器
に
は
細
線
饗
甕
紋
派
・
太
線
襲
餐
紋
派
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
流
派
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
流
派
を
営
む
二
つ
の
工
人
群
が
競
い
合
っ
て
青
銅
器
生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
は
、
股
櫨
後
半
期
に
至
っ
て
、
や
や

変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
大
型
器
が
盛
行
す
る
中
で
、
太
線
三
都
紋
派
の
紋
様
か
ら
発
達
し
た
派
手
な
紋
様
が
主
流
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

婦
好
墓
の
青
銅
器
は
ま
さ
に
こ
の
過
渡
的
な
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
股
櫨
前
半
期
に
み
ら
れ
た
二
つ
の
流
派
が
存
在
す
る
と
い

う
状
況
が
、
股
代
全
般
に
わ
た
っ
て
同
じ
調
子
で
続
い
て
い
た
と
は
い
え
ず
、
こ
の
状
況
を
普
遍
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
、
般
嘘
後

半
期
の
流
派
の
動
向
に
も
焦
点
を
あ
て
て
、
流
派
の
分
析
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
股
王
朝
と
青
銅
器
生
産
機
構
と
の
関

係
に
つ
い
て
一
層
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
。

①
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
中
に
は
、
同
一
器
に
異
な
る
流
派
の
紋
様
が
飾
ら
れ
る
二

里
温
習
四
期
お
よ
び
裏
漏
銅
二
期
の
例
が
、
わ
ず
か
に
存
在
す
る
。
時
に
共
圃
で

青
銅
舞
器
を
製
作
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

②
　
銅
三
期
に
属
す
る
婦
好
釜
糸
で
は
、
異
な
っ
た
流
派
の
脊
銅
器
に
同
じ
図
象
記

号
を
飾
る
例
が
あ
る
が
、
流
派
に
よ
っ
て
字
の
配
列
や
字
体
が
異
な
る
例
が
あ
る
。

　
そ
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
論
稿
に
て
論
じ
た
い
。
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。
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奈
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小
野
山
節
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だ
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た
中
国
考
古
学
研
究
会
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兄
姉
と
菱
田
哲

郎
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を
は
じ
め
と
す
る
考
古
学
研
究
室
の
諸
兄
姉
に
も
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ご
協
力
・
ご
教
示
い
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だ
い
た
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さ
ら
に
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・
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潔
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台
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史
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の
資
料
を
見
学
し
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古
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上
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そ
し
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瀟
麗
玲
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各
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
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こ
れ

ら
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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Chronology・　and　Recognition　of　Different　Lineages

　　of　Ritual　Bronzes　in　the　Early　Yin－xu　Period

by

NAMBA　Junko

　　This　article　will　inquire　into　the　systems　of　casting　ritual　bronzes　in

the　society　of　the　Yin　dynasty．　Only　bronzes　of　the　early　Yin－xu　period

will　be　discussed，・

　　From　the　late　Er4i－kang　period，　there　were　two　varieties　ofノ毎vessels

which　differed　not　only　in　regard　to　vessel　form，　but　also　in　the　designs

of　the　Tao－tie　decoration．　Because　these　varieties　of　Tao－tie　decoration

ean　be　seen　in．　other　types　of　ritual　bronzes，　the　differently　decorated

gyoups　of　ritual　．　bronzes　are　labeled　“the　detailed－line　lineage”　and　“　the

bold－line　lineage．”　By　examining　the　change　of　designs　within　each

lineage，　and　by　comprehensively　studying　vessel　forms，　the　early　Yin－xu

period　can　be　divided　into　two　sub－periods．

　　After　analyzing　the　relatien　of　the　lineages　and　the　techniques　of

decorating　moulds　and　casts，　as　，　well　as　by　studying　types　of　moulds

excavated　from　the　palace　area　in　Xiao－tun，　then　placing　this　material

within　the　new　chronology，　certain　differences　can　be　seen　in　the　whole

process　of　casting　that　accord　witk　the　differences　in　lineages．　Thus，

it　can　be　coltcluded　that　the　lineages　came　into　existence　because　those

groups　of　ritual　bronzes　were　cast　by　different　groups　of　artisalts．

　　　The　Board　of　Revenue　and　the

Regulat競sげ伽Board（ガRevenue

by

TANii　Yoko

　　This　artlcle　attempts　to　make　clear　the　character　of　the　supervisory

fuRctions　of　the　central　govemment　in　regard　to　its　local　governments

during　the　Qing　dynasty，　and　to　analyze　the　prob！ems　that　arose　from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（956）




